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１ 地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

 

(1) 対象地域 

 
構成市町村名    藤沢市、茅ヶ崎市及び寒川町 
面 積    118.69ｋｍ２ 
人 口  69万７千人（神奈川県人口統計調査結果「神奈川県の人口と 

世帯」平成23年９月1日現在） 
 
 （内 訳） 

市 町 村 名 藤沢市 茅ヶ崎市 寒川町 合計 

面積（ｋｍ２） 69.51    35.76   13.42   118.69 

人 口（人）  413,685   235,580    47,552    696,817 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 計画期間 

 

 本計画は、平成24年４月１日から平成29年３月31日までの５年間を計画期間とし、計 

画目標年度を平成29年度とする。 

（平成29年度以降も引き続き施設整備事業を行うため、本計画を第２次計画とし、平

成29年度～33年度の５年間を計画期間とする第３次計画を策定する予定である。） 

なお、目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直 

すものとする。 

 

(3) 基本的な方向 

 

藤沢市、茅ヶ崎市及び寒川町で構成される湘南東地域は、県都横浜市から約30km圏に、

首都東京都心からは約50km圏に位置し、気候も四季を通じて温暖である。 

 藤沢市は、南は相模湾に面し、北は相模原台地の緩やかな丘陵が続く気候温暖な自然環

湘南東地域 
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境に恵まれたまちである。内陸部には優れた工業団地が形成されているほか、大学の立地

が多い。 

茅ヶ崎市は、明治から昭和初期にかけては湘南の別荘地、保養地として発展、近年は

急激な都市化が進んでいる。 

寒川町は、相模川沿岸を中心とする工場の進出、宅地開発が進んでいる。 

 湘南東地域の人口は、約697千人（平成23年９月１日現在）であり、最近の10年間では

２市１町すべて増加傾向を示している。 

 

 湘南東地域は、以下の方針で循環型社会形成を目指す。 

 

①湘南東地域は、発生抑制、排出抑制に努め、ごみ排出量の削減を図るとともに、ごみの

分別方法を統一し、リサイクルセンターを整備し、資源回収に努める。 

  第１次地域計画に基づくリサイクルセンターの整備が進んでいる。 

  ・(仮称)藤沢市リサイクルセンター 132  t/日 

・寒川広域リサイクルセンター    55.5t/日 

   （湘南東地域内の施設整備図は、別添図-1を参照。） 

②可燃ごみの処理は、現在藤沢市内の２焼却施設（合計処理能力：690ｔ/24ｈ）、茅ヶ崎 

市内の1施設（処理能力：360ｔ/24ｈ）にて行っており、適正な処理能力や、収集運搬の 

効率等の観点から、今後も３拠点での処理体制で行うものとする。 

 なお、将来予定される３施設の大規模改修時や更新時には、可燃ごみ量が減量化されて

いる状況が予測され、行政区域を越えた２市１町全体の焼却対象ごみ量を処理できる改修

規模や更新規模を勘案し、広域全体で効率的な処理ができることをめざす。 

不燃及び粗大ごみ処理については、藤沢市は、(仮称)藤沢市リサイクルセンターにお

いて処理し、茅ヶ崎市及び寒川町は現行処理を継続するが、茅ヶ崎市環境事業センターの

旧焼却施設の解体に併せ不燃ごみ・粗大ごみからの資源回収施設の整備を検討、破砕・選

別による資源物選別を推進し、極力最終処分量の軽減を図るものとする。 

焼却施設から排出される焼却灰等の残渣は民間委託による溶融スラグ化等、資源とし

ての有効利用を促進することにより最終処分量を極力削減し、藤沢市の１最終処分場及び

茅ヶ崎市の１最終処分場の長期利用を図るものとする。 

 注）分別名称については、可燃ごみ・不燃ごみ（藤沢市、寒川町）、燃やせるごみ・燃やせな

いごみ（茅ヶ崎市）、大型ごみ（藤沢市、茅ヶ崎市）、粗大ごみ（寒川町）などと異なってい

る。湘南東地域の記載は基本的に「可燃ごみ、不燃ごみ、大型ごみ」を使用する。 

③２市１町内を流れる各河川の中には、水質の改善が認められない河川もあることから、 

神奈川県生活排水処理施設整備構想に基づき、公共下水道あるいは合併処理浄化槽の普及 

・整備を図り、生活排水処理率の向上に努める。 

 （合併処理浄化槽整備計画図は、別添図-2及び別添図-3を参照。） 
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２ 循環型社会形成推進のための現状と目標   

 

(1) 一般廃棄物等の処理の現状 

 

 湘南東地域の平成22年度の一般廃棄物の排出、処理状況は図-1のとおりである。 

 総排出量は、集団回収量も含め、221,872トンであり、再生利用される「総資源化量」

は62,670トン、リサイクル率は、28.2％である。 

中間処理による減量化量は147,876トンであり、直接資源化量及び集団回収を除いた排

出量の74.5％が減量化されている。また、集団回収量を除いた排出量の約６％に当たる

11,326トンが最終処分されている。 

中間処理量のうち、焼却量は173,854トンである。各焼却施設では、余熱利用を行って

おり、湘南東地域の平成22年度発電量は、41,765,220KWHである。 

藤沢市石名坂環境事業所では発電（平成22年度実績：5,278,500KWH）の場内利用を行

っており、場外では温水プールへ熱供給している。 

また、同市北部環境事業所では発電（平成22年度実績：21,531,940KWH）の場内利用の

ほか、し尿処理施設、桐原環境事業所、資源化施設へ給電し、余剰電力を売電（平成22年

度実績：11,792,760KWH）している。 

茅ヶ崎市環境事業センターでは、発電（平成22年度実績：14,954,780KWH）を行い、場

内利用のほか余剰電力を売電（平成22年度実績：6,294,024KWH）している。 

 

集団回収量 総資源化量

直接資源化量 処理後再生利用量

11,839 t 27,489 t

6.0% 処理残さ量 13.8%

38,657 t

排   出   量 計画処理量 中間処理量 19.5% 処理後最終処分量

198,530 t 186,533 t 11,168 t

100% 94.0% 減量化量 5.6%

147,876 t

自家処理量 直接最終処分量 74.5% 最終処分量

158 t 11,326 t

0.1% 5.7%

62,670 t23,342 t

198,530 t

0 t

 
 

図-1 一般廃棄物の処理状況フロー（平成22年度） 
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(2) 生活排水の処理の現状 

 

湘南東地域の平成22年度の生活排水の処理状況及びし尿・汚泥等の排出量は図-2のと

おりである。 

生活排水処理対象人口は、全体で692,303人であり、水洗化人口は、687,870人、汚水

衛生処理率93.3％である。 

し尿発生量は7,228kl/年、浄化槽汚泥発生量は、22,370kl/年であり、処理・処分量は

29,598kl/年である。 

 

635,404人 (91.8%)

645,800人 (93.3%) 0人 (0.0%)

浄化槽汚泥発生量

692,303人 (100%) 10,396人 (1.5%) 22,370 kl/年

42,070人 (6.1%)

46,503人 (6.7%)

し尿発生量

4,433人 (0.6%) 7,228 kl/年

未処理人口

非水洗化人口

総　　人　　口 合併処理浄化槽等

単独処理浄化槽

公共下水道

処 理 人 口 農業集落排水施設等

 
 

図-2 湘南東地域生活排水の処理状況フロー（平成22年度） 
      注）生活排水処理人口は下水道人口について年度末推計人口を計上している自治体がある。 
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(3) 一般廃棄物等の処理の目標 

 

湘南東地域は、本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め、循環型社会

の実現を目指し、表-1に示す目標を定め、ぞれぞれの施策に取り組んでいくものとする。

目標年のフローは図-3のとおりである。 

 

表-1 減量化、再生利用に関する現状と目標 

事業系  総排出量 44,665 トン 41,044 トン -8.1%

　　１事業所当たりの排出量*２ 2.2 ﾄﾝ/事業所 2.0 ﾄﾝ/事業所 -9.1%

家庭系  総排出量 153,865 トン 155,003 トン 0.74%

　　１人当たりの排出量*３ 189 kg/人 173.0 kg/人 -8.5%

合　計  事業系家庭系排出量合計 198,530 トン 196,047 トン -1.25%

直接資源化量 11,839 トン (6.0%) 15,036 トン (7.7%)

総資源化量 62,670 トン (28.2%) 70,809 トン (32.0%)

熱回収量（年間の発電電力量） 41,765 MWh 31,699 MWh

中間処理による減量化量 147,876 トン (74.5%) 140,427 トン (71.6%)

埋立最終処分量 11,326 トン (5.7%) 9,787 トン (5.0%)

指　　　　　　　標 現状（割合*１)
(平成22年度 )

目標（割合*１)
(平成29年度 )

排出量

減量化量

最終処分量

再生利用量

熱回収量

 
 

※1 排出量は現状に対する割合、その他は排出量に対する割合。ただし、総資源化量については、リサイクル

率で示す。 

※2（１事業所当たりの排出量）＝｛（事業系ごみの総排出量）－（事業系ごみの資源ごみ量）｝／（事業所数） 

   平成29年度 事業所数(20,084事業所)＝藤沢市(12,203事業所)＋茅ヶ崎市 (6,006事業所) 

＋寒川町(1,875事業所)      

   平成13年度から平成18年度の事業所数の減少割合で平成23年度を求め、平成23年度以降は変動なしとし、

同数とした。 

※3（１人当たりの排出量）＝｛（家庭系ごみの総排出量）－（家庭系ごみの資源ごみ量）｝／（人口） 

 

 《指標の定義》 

排出量  ：事業系ごみ、生活系ごみを問わず、出されたごみの量（集団回収されたご 

みを除く）〔単位：トン〕 

再生利用量：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和〔単位：トン〕 

熱回収量 ：熱回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：ＭＷｈ〕 

減量化量 ：中間処理量と処理後の残渣量の差〔単位：トン〕 

最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕 
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集団回収量 総資源化量

直接資源化量 処理後再生利用量

15,036 t 30,797 t

7.7% 処理残さ量 15.7%

40,443 t

排   出   量 計画処理量 中間処理量 20.6% 処理後最終処分量

196,047 t 180,870 t 9,646 t

100% 92.3% 減量化量 4.9%

140,427 t

自家処理量 直接最終処分量 71.6% 最終処分量

141 t 9,787 t

0.1% 5.0%

70,809 t24,976 t

196,047 t

0 t

 
 

図-3 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー（平成29年度） 
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(4) 生活排水処理の目標 

 

ア．湘南東地域 

 

湘南東地域では、生活排水処理については、表-2に掲げる目標のとおり、合併処理浄

化槽の整備等を進めていくものとする。 

目標年のフローは図-4のとおりである。 

 

表-2 生活排水処理に関する現状と目標 

  注）平成22年度の公共下水道人口は年度末推定人口を計上している自治体がある。 

 

663,392人 (94.1%)

676,717人 (96.0%) 0人 (0.0%)

浄化槽汚泥発生量

704,671人 (100%) 13,325人 (1.9%) 19,844 kl/年

25,414人 (3.6%)

27,954人 (4.0%)

し尿発生量

2,540人 (0.4%) 3,781 kl/年

公共下水道

処 理 人 口 農業集落排水施設等

単独処理浄化槽

総　　人　　口 合併処理浄化槽等

未処理人口

非水洗化人口

 
 

図-4 湘南東地域生活排水の処理状況フロー（平成29年度） 
 

 

 

  平成22年度実績 平成29年度目標  

処

理

形

態

別

人

口 

公共下水道 635,404 人  (91.8%) 663,392 人  (94.1%) 

合併処理浄化槽等 10,396 人  ( 1.5%) 13,325 人  ( 1.9%) 

単独処理浄化槽等 42,070 人  ( 6.1%) 25,414 人  ( 3.6%) 

非水洗化 4,433 人  ( 0.6%) 2,540 人  ( 0.4%) 

合  計 692,303 人  704,671 人 

し尿 

・ 

汚泥 

の量 

汲み取りし尿量 7,228 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 3,781 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 

浄化槽汚泥量 22,370 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 19,844 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 

合  計 29,598 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 23,625 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 
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イ． 藤沢市 

 

藤沢市は、表-3に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進めていくものと

する。目標年のフローは図-5のとおりである。 

 

表-3 生活排水処理に関する現状と目標 

  注）端数処理の関係で合計は、100％になりません。 

 

 

395,044人 (94.9%)

398,646人 (95.7%) 0人 (0.0%)

浄化槽汚泥発生量

416,466人 (100%) 3,602人 (0.9%) 7,621 kl/年

16,474人 (4.0%)

17,820人 (4.3%)

し尿発生量

1,346人 (0.3%) 2,157 kl/年

未処理人口

総　　人　　口 合併処理浄化槽等

単独処理浄化槽

公共下水道

処 理 人 口 農業集落排水施設等

非水洗化人口

 
 

図-5 藤沢市の処理状況フロー（平成29年度） 

 

 

 

 

 

 

  平成22年度実績 平成29年度目標  

処

理

形

態

別

人

口 

公共下水道 378,165 人  (92.3%) 395,044 人 (94.9%) 

合併処理浄化槽等 3,036 人  ( 0.7%) 3,602 人 ( 0.9%) 

単独処理浄化槽等 26,331 人  ( 6.4%) 16,474 人 ( 4.0%) 

非水洗化 2,202 人  ( 0.5%) 1,346 人 ( 0.3%) 

合  計 409,734 人 416,466 人 

し尿 

・ 

汚泥 

の量 

汲み取りし尿量 3,937 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 2,157 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 

浄化槽汚泥量 11,902 ｷﾛﾘｯﾄﾙ   7,621 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 

合  計 15,839 ｷﾛﾘｯﾄﾙ      9,778 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 
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ウ．茅ヶ崎市 

 

茅ヶ崎市は、表-4に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進めていくもの

とする。 

目標年のフローは図-6のとおりである。 

 

表-4 生活排水処理に関する現状と目標 

  注）平成22年度の公共下水道人口は年度末推定人口 

 

222,727人 (92.8%)

231,097人 (96.2%) 0人 (0.0%)

浄化槽汚泥発生量

240,132人 (100%) 8,370人 (3.5%) 11,289 kl/年

8,036人 (3.3%)

9,035人 (3.8%)

し尿発生量

999人 (0.4%) 1,423 kl/年

農業集落排水施設等

総　　人　　口 合併処理浄化槽等

未処理人口

非水洗化人口

処 理 人 口

単独処理浄化槽

公共下水道

 
 

図-6 茅ヶ崎市の処理状況フロー（平成29年度） 
 

  平成22年度実績 平成29年度目標  

処

理

形

態

別

人

口 

公共下水道 216,287 人  (92.0%) 222,727 人  (92.8%) 

合併処理浄化槽等 4,547 人  ( 1.9%) 8,370 人  ( 3.5%) 

単独処理浄化槽等 12,726 人  ( 5.4%)  8,036 人  ( 3.3%) 

非水洗化 1,580 人  ( 0.7%) 999 人  ( 0.4%) 

合  計 235,140 人 240,132 人 

し尿 

・ 

汚泥 

の量 

汲み取りし尿量 2,418 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 1,423 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 

浄化槽汚泥量 8,459 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 11,289 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 

合  計 10,877 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 12,712 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 
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エ．寒川町 

 

寒川町は、表-5に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進めていくものと

する。 

目標年のフローは図-7のとおりである。 

 

表-5 生活排水処理に関する現状と目標 

 

 

 

45,621人 (94.9%)

46,974人 (97.7%) 0人 (0.0%)

浄化槽汚泥発生量

48,073人 (100%) 1,353人 (2.8%) 934 kl/年

904人 (1.9%)

1,099人 (2.3%)

し尿発生量

195人 (0.4%) 201 kl/年

総　　人　　口 合併処理浄化槽等

非水洗化人口

処 理 人 口 農業集落排水施設等

単独処理浄化槽

未処理人口

公共下水道

 
 

図-7 寒川町の処理状況フロー（平成29年度） 
 

 

 

 

 

  平成22年度実績 平成29年度目標  

処

理

形

態

別

人

口 

公共下水道 40,952人  (86.3%) 45,621人  (94.9%) 

合併処理浄化槽等 2,813人  ( 5.9%) 1,353人  ( 2.8%) 

単独処理浄化槽等 3,013人  ( 6.4%) 904人  ( 1.9%) 

非水洗化 651人  ( 1.4%) 195人  ( 0.4%) 

合  計 47,429 人 48,073人 

し尿 

・ 

汚泥 

の量 

汲み取りし尿量 873 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 201 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 

浄化槽汚泥量 2,009 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 934 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 

合  計 2,882 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 1,135 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 
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３ 施策の内容 

 

(1) 発生抑制・再使用の推進 

 

ア．有料化 

 

 湘南東地域は、家庭系ごみの内、大型ごみについては、コール制により有料で収集して

おり、事業系一般廃棄物の施設への搬入については、手数料を徴収している。 

 湘南東地域における取組みは、以下のとおりである。 

  

①藤沢市 

 藤沢市は、平成19年10月に、排出抑制と費用負担の公平性確保のため、家庭系ごみ(可

燃ごみ、不燃ごみ)及び事業系ごみ（小規模事業者のみ、袋の数に制限有り）についても

指定袋制の単純従量制により有料化を実施した。 

この有料化により、平成20年度の家庭系のごみ排出量は平成18年度に比べて、約

15,700ｔ（約13％）の削減となった。 

 有料化に先だち平成19年4月から戸別収集を実施した。平成24年度からは、全市域で資

源の品目別戸別収集を実施する予定である。 

また、有料化に併せ、事業系一般廃棄物の施設への搬入手数料についても料金改定を

実施した。 

 

②茅ヶ崎市 

 茅ヶ崎市は、事業系一般廃棄物の施設への搬入手数料については、平成20年度に料金改

定を実施した。 

家庭系ごみの有料化については、総合計画に検討を位置づけ、継続的な検討を行って

いる。現在、茅ヶ崎市の一般廃棄物処理基本計画の改定作業（平成23年度及び24年度の２

ヵ年）を進めている中で調査・研究を行っていく予定である。 

 

③寒川町 

寒川町では、昭和56年度から有料指定袋による可燃ごみの収集を実施し、プラスチッ

ク類については平成17年度より指定収集袋による有料化を実施している。 

ごみの排出抑制、ごみ処理における発生者負担の原則の継続とごみの減量化に向けた

意識の向上を図るため、排出量が増加傾向を示した場合には、必要に応じて収集袋や直接

搬入ごみ及び事業系ごみの料金改定を検討する。 
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イ．環境教育・普及啓発・助成 

 

●環境教育 

①藤沢市 

 毎年、環境保全に関する啓発行事の一環として、市民、事業者、学校、ＮＰＯ法人等及

び行政が協働し、環境フェアを開催するとともに、学校や地域での環境学習、廃棄物処理

施設の施設見学会を実施しており、今後も引き続き、学校や地域での環境学習、施設見学

会等をさらに充実するとともに、ごみの分別、減量、資源化に関する懇談会や学習会を開

催する予定である。取組みの実績は表-6のとおりである。 

 

表-6 藤沢市における環境教育の実績 

項  目 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

環境フェア 5,500人 5,960人 5,980人 5,857人 6,110人 

施設見学会 

・焼却施設 

・最終処分場 

49回 

3,872人 

94回 

4,449人 

89回 

4,462人 

63回 

3,878人 

53回 

4,161人 

19回 

434人 

8回 

115人 

25回 

749人 

9回 

271人 

11回 

511人 

小学生のごみ体験

学習会 

(保護者含む） 

35回 

3,678人 

35回 

3,808人 

34回 

3,717人 

34回 

3,722人 

34回 

3,684人 

保育園のごみ体験

学習会 

（保護者含む） 

17回 

1,032人 

14回 

928人 

16回 

943人 

16回 

958人 

16回 

949人 

 

②茅ヶ崎市 

 毎年、環境関係のＮＰＯや市民活動団体との連携による「環境フェア」を実施し、

この中で自然環境・地球温暖化問題と合わせマイバッグ・リターナブルビンなどごみ

減量に向けた情報提供を行っている。また、市内の小学４年生を対象に「パッカー君

のごみ探検」と題した副読本の配布や廃棄物処理施設の見学会を実施しており、今後

も継続する予定である。 

取組みの実績は表-7のとおりである。 

 

表-7 茅ヶ崎市における環境教育の実績 

項  目 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

環境フェア 1,190人 1,520人 2,000人 2,200人 1,000人 

施設見学会 

・焼却施設 

・資源物選別処理 

      施設 

 

3,056人 

 

3,405人 

 

2,995人 

 

3,444人 

 

3,190人 

38回    

1,075人 

48回     

1,579人 

49回  

1,727人 

51回  

1,703人 

33回  

1,174人 

環 境 学 習 副 読 本

「パッカーくんの

ごみ探検」の配付

（小学４年生） 

 

2,500冊 

 

2,400冊 

 

2,400冊 

 

2,400冊 

 

2,400冊 
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③寒川町 

 毎年ごみの発生抑制や分別・減量化に対する意識の向上を図るため、小学生や自治会を

対象とした施設見学を随時実施している。今後は、教育委員会や関係団体と協力して、環

境に対する学習会等を行うことを検討して意識啓発に努める。 

取組みの実績は表-8のとおりである。 

表-8 寒川町における環境教育の実績 

項  目 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

施設見学会 

・リサイクル施設 

 

・クリーンセンタ

ー 

 

5回 

 

5回 

 

実施 

 

実施 

 

 

5回 

244人 

1回 

120人 

2回 

187人 

  

環境学習 

（石鹸作り教室） 

実施 実施 実施   

 

●普及啓発 

 湘南東地域は廃棄物の減量化や集積所における分別指導のために各市町により名称は異

なるが、下記に示すように減量推進員や指導員制度を設けて啓発に取り組んでいる。 

 また、「資源とごみの分け方・出し方」をはじめ、広報及びホームページ等による分別、

減量・資源化の啓発やリサイクルに関する情報提供を実施してきた。 

 

①藤沢市 

 廃棄物減量等推進員（71名）によるごみの出し方や減量化・資源化を推進するための指

導のほか、「資源とごみの分け方・出し方」、「ごみニュース」の発行を今後も継続して

いく。 

 

②茅ヶ崎市 

 環境指導員（319名）によるごみの出し方や減量化・資源化を推進するための指導のほ

か、「ごみと資源物の分け方・出し方」や「ごみ通信ちがさき」の発行を今後も継続して

いく。 

 

③寒川町 

 衛生指導員（165名）によるごみの出し方や減量化・資源化を推進するための指導、集

積所の新設や変更に係る指導を行っている。また、広報やホームページなどを使って、ご

みの分別や出し方に加え、ごみになりにくい製品の利用を呼びかけ、事業系ごみに関して

リサイクルの徹底などを要請しつつ、削減に向けた施策の検討を行う。 

 

●助成 

①藤沢市 

昭和53年から市が定めた日、場所、容器に市民が資源物を分別して持ち出し、廃品回

収業者（藤沢市資源回収協同組合）の協力を得て回収する、市民、回収事業者、市の３協

働方式（藤沢方式）による資源回収を開始している。 
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この方式では、藤沢市資源回収協同組合が実施する資源物の回収、中間処理に要する

費用の一部を補助することで資源物のリサイクルが行われており、自治会に対しては、資

源物の分別回収について協力金制度を設けている。 

平成３年度からコンポスト容器の設置者に助成（市が一括購入し、容量によって1,000

円または2,000円で一世帯あたり２個までを限度に市民に配布）を行い、平成10年度から

は、バケツ式（ぼかし）容器を、1,000円にて斡旋（バケツ式は４種類あり、1世帯２個ま

で）している。 

 平成10年からは電動式生ごみ処理機の購入者に、購入額の3/4（上限35,000円 平成18

年度までは購入額の1/2（上限30,000円））を補助している。 

今後も資源物の協力金制度の充実や、生ごみ処理機等の設置補助などにより、ごみの

減量・資源化の推進を図る。 

生ごみ処理機等の補助実績は表-9のとおりである。 

 

表-9 藤沢市における生ごみ処理機等の補助実績 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

コンポスト容

器(個) 
465 886 501 505 302 

電動式生ごみ

処理機(個) 
428 1,518 442 249 179 

 

 また、ごみの減量及び資源化に関する事業のため環境基金制度があり、この制度の活用

を推進している。 

 （環境基金制度の概要は別添資料-7を参照。） 

 

②茅ヶ崎市 

ごみの減量・資源化に関する事業や市民活動に対するごみ減量基金制度の活用を図り、

市民との協働により減量・資源化を促進する。 

（ごみ減量基金制度の概要は別添資料-7を参照。） 

 平成３年度から生ごみ処理容器の設置者に助成（市が一括購入し、地上式は2,000円、

地下式は3,000円（１セット２個入り）、バケツ式は1,000円）を行っている。 

 平成12年度からは電動式生ごみ処理機の購入者に、購入額の1/2（上限25,000円）を補

助している。 

生ごみ処理機等の普及実績は表-10のとおりである。 

 

表-10① 茅ヶ崎市における生ごみ処理機等の補助実績 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

生ごみ処理容

器(個) 
114 137 223 294 252 

電動式生ごみ

処理機(個) 
81 84 93 72 47 

 



 

 15 

③寒川町 

生ごみ処理機等の設置に対して補助を行うことにより、ごみの減量化を推進していく。 

また、環境美化を推進する自主的な活動を行う地域団体等に対して、活動に必要な物

品等の補助を継続して行う。 

平成３年度から生ごみ堆肥化容器の設置者に助成（町が一括購入し、容量によって

1,200円、2,200円または2,600円で一世帯あたり２個までを限度に町民に配布）を行って

いる。 

 平成12年度からは電動式生ごみ処理機の購入者に、購入額の1/2（上限30,000円）を補

助している。 

生ごみ処理機等の補助実績は表-11に示すとおりである。 

 

表-11 寒川町における生ごみ処理機等の補助実績 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

生ごみ堆肥化

容器(個) 
22 31 27 18 54 

電動式生ごみ

処理機(個) 
38 28 23 16 9 

 

ウ．マイバッグ運動・レジ袋対策 

 

①藤沢市 

買い物の際にはマイバッグを持参するなど、ごみになるものを買わない、受け取らな

いように働きかけを行っている。 

現在、売り場面積1,000m2以上の大型店舗は市内に42店舗あり、その内約70％にあたる

28店舗がレジ袋の有料化やマイバッグ持参者に対してポイントを加算する等、レジ袋削減

対策を実施している。今後は、レジ袋削減キャンペーンなどを定期的に実施すると共に、

大型店舗への働きかけを強化し、レジ袋削減対策を実施する大型店舗の拡大を目指す。 

2010年(平成22年)4月に市は「藤沢市レジ袋削減推進モデル地域協議会」を発足させ、

モデル地区内で賛同のあった店舗事業者及び消費者団体等各種団体と協働してレジ袋削減

に向けた具体的な取組の検討を開始した。 

 

②茅ヶ崎市 

商店会連合会、大型店連絡協議会、消費者団体連絡会等との連携によるエコ・シティ

茅ヶ崎マイバッグ推進会議に参画し、レジ袋を削減するため、マイバッグ運動を推進して

いる。 

茅ヶ崎市は、「神奈川県におけるレジ袋の削減に向けた取組の実践に関する宣言」

（平成21年５月）に基づく「モデル地域」の第１号として指定され、「ハレの日包装」や

レジ袋辞退者に対する割引制度などの取組みを行っている。 

 

③寒川町 

 広報やホームページなどで買物時にマイバッグの持参を呼びかけ、ごみの減量化やリサ
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イクルへの協力を推進していく。レジ袋について、配布の自粛など削減にむけた施策等の

検討を行う。 

 

エ．ごみ減量推進店制度の拡大 

 

 ごみ減量推進店制度は現在、藤沢市と茅ヶ崎市で実施している。 

①藤沢市 

「ごみを売らない、買わない、出さない」運動を実践している「ごみ減量推進店」を

ホームページなどで紹介し、これら推進店のＰＲに努める。 

推進店の取組みは、過剰包装の抑制、買物袋の持参運動、再利用可能物の回収、再資

源化であり、平成22年度現在推進店は107店舗である（表-12）。 

 

表-12 ごみ減量推進店の登録実績 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

新規登録 0 5 1 3 4 

累計 96 101 106 107 107 

 

②茅ヶ崎市 

自然や環境にやさしい生活を心掛けることにより、リサイクル型の社会を築くため、

ごみの資源化・減量化に積極的に取り組む市内の販売店等を「ごみ減量・リサイクル推進

店」として認定し、市民への意識啓発を図っている。 

推進店は、包装の簡素化推進、再生品の販売促進、資源回収及び買換え中古品の下取

り等の推進、詰め替え用品等の無駄のない製品の販売促進、その他のごみ減量・リサイク

ルの推進、その他独自に行っているごみ減量・リサイクル推進事業の内、2つ以上取組ん

でいるところを認定しており、平成22年度現在、74店舗である。 

 

③寒川町 

今後ごみ減量の意識啓発や資源の有効活用、適正包装に積極的に取り組む事業者に対

して「エコショップ協力店」の指定に向けた検討を行う。 

 

 

オ．再使用の推進 

 

 再使用の推進については、湘南東地域においてフリーマーケットや家庭で不用になった

家具等の再利用を通し、ごみに対する理解を深め資源の有効利用を促進する取組みを続け

ている。 

 

①藤沢市 

藤沢市では、平成７年にリサイクル展示場を設け、市民からの再利用可能な家具の提

供や大型ごみ中の再生可能品の補修等を進め、リサイクル展示場での販売等、活発化を図

っており、これを継続する。リサイクル展示場における利用実績は、表-13のとおりであ
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る。 

 なお、市によるリサイクル展示場の運営は、平成21年度末で終了したが、(株)藤沢市興

業公社が自主事業として継続している。 

 

表-13 藤沢市リサイクル数の実績 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

台数（点） 5,175 5,484 5,955 5,600 4,145 

重量（ｔ） 103.5 109.7 119.1 112.0 82.9 

 

②茅ヶ崎市 

平成８年にリサイクル品展示室を開設し、収集した大型ごみの中からリサイクル可能

と思われる物品（主に家具類）を修理後、展示し、抽選で提供している。 

リサイクル展示場における利用実績は、表-14のとおりである。 

 

表-14 茅ヶ崎市リサイクル数の実績 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

リサイクル数 418点 397点 364点 358点 360点 

 

③寒川町 

年２回フリーマーケットを開催するとともに、広報などで「不要品登録制度」に関す

る情報提供を行い不要品の再使用を推進している。 

フリーマーケットの実績は、表-15のとおりである。 

 

表-15 寒川町におけるフリーマーケットの実績 

項  目 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

フリーマーケッ

ト（開催回数及

び来場者数） 

2回 

9,000人 

2回 

9,000人 

2回 

9,000人 

2回 

8,000人 

2回 

8,500人 

 

カ．多量排出事業者等への減量、資源化の指導 

 

湘南東地域においては、事業系ごみの減量及び適正処理を図るために、多量排出事業

者に対しては、分別・資源化に係る計画書を提出させ、３Ｒを指導するほか、収集運搬許

可業者を通じ、ごみの搬入時に検査を行い、受入れごみの分別排出の指導を強化すると共

に、ごみの排出抑制、分別の徹底及び適正な排出を指導する。 

 

キ．剪定枝、廃食用油の資源化等 

 

①藤沢市 

平成９年にチップ化施設を設置し、公共施設から排出される剪定枝をチップ化しマル

チング材として利用を図り、また、平成19年度からは、家庭から発生する剪定枝を焼却せ
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ずにチップ化し、資源として活用することによってごみの一層の減量を図ってきた。チッ

プ化施設の閉鎖に伴い、平成21年度から、藤沢市有機質資源再生センターでチップ化を行

い、家畜ふんの堆肥の副資材等としての利用を図っている他、市民センターで無料配布し

ている。 

家庭から排出される廃食用油は、平成19年度から分別収集を行い、バイオディーゼル

燃料等として資源化している。 

 

②茅ヶ崎市 

 平成24年度の寒川広域リサイクルセンター（茅ヶ崎・寒川地域）の稼動に合わせて、廃

食用油の資源化を実施するため、平成23年４月から一部地域で分別収集のモデル事業を開

始した。 

剪定枝については、一般廃棄物処理基本計画の改定（平成23年度及び24年度の２ヵ

年）の中で位置づけていく予定である。 

 

③寒川町 

平成９年度以降廃食用油を分別収集しており、これを継続する。 

剪定枝は、公共施設から発生したもののみ、資源化している。 

 

ク．生ごみの有効利用 

 

 藤沢市では、焼却施設の更新に併せて、生ごみからバイオガスを回収して活用すること

を計画していた。しかし、建設・維持管理費等経済性、温室効果ガス削減効果及びエネル

ギー収支の面での焼却施設の優位性、施設建設用地確保の困難、藤沢市規模の稼働施設の

不存在及び新たな分別による市民負担の増加により、導入を見送ることとした。 

 茅ヶ崎市においては、バイオガス化施設の調査・研究を行っている。 

 

 

ケ．資源の持ち去り・抜き取り防止 

 

ステーションに排出された資源物の持ち去り・抜き取りの防止と資源のリサイクルの

推進のため、藤沢市及び茅ヶ崎市では平成18年度に条例を改正した。 

藤沢市においては、資源物の持ち去りが多い地域を中心にパトロールを実施している。 

 茅ヶ崎市においては、市民からの通報に基づくパトロールや、年末には茅ヶ崎警察の協

力を得て市内全域のパトロールを行っており、今後も継続する。 

 

コ．焼却残渣の資源化 

 

藤沢市、茅ヶ崎市では、現在、民間委託で行っている焼却残渣の資源化を継続する。 

焼却残渣の資源化実績は、表－16のとおりである。 
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表-16① 藤沢市における焼却残渣（不燃物）の有効利用実績 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

利用量(ｔ) 1,846 1,199 1,148 1,093 1,118 

注)量は石名坂 

表-16② 藤沢市における焼却灰の有効利用実績 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

灰溶融量(ｔ) 11,244 11,254 11,844 11,454 11,668 

注)量は石名坂、北部の合計量 

 

表-16③ 茅ヶ崎市における焼却残渣の有効利用実績 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

灰溶融量(ｔ) 697 796 957 958 900 

 

 

サ．分別資源の追加 

①藤沢市 

平成24年度から、50cm未満のプラスチック製の食器、洗面器、植木鉢、バケツを「商

品プラスチック」として分別収集する。 

 

②茅ヶ崎市 

 平成24年度のリサイクルセンター稼働に併せ、プラスチック製容器包装類の分別収集を

開始する。 

 

シ．生活排水対策 

 

 良好な生活環境の確保と公共用水域の保全の観点から、湘南東地域は、家庭等から排出

される汚濁負荷量の削減のため、公共下水道の整備及び接続の促進を図る。また、下水道

整備までに期間を要する区域では、合併処理浄化槽の普及により、生活雑排水処理を進め

る。 

 

①藤沢市 

啓発イベントとして下水道フェアを毎年１回開催（表-17）するほか、下水道施設見学

会の実施や浄化槽に関するパンフレットの配布などにより、下水道及び合併処理浄化槽に

よる水質保全等の確保について広く知識、情報の提供を行う。 

 

表-17 下水道フェアの開催状況 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

下水道フェア － 
2日間 

3,757 

2日間 

4,175 

2日間 

3,757 

2日間 

4,176 
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②茅ヶ崎市 

下水道整備地区においては、戸別訪問を行い、接続していない理由に即したきめ細やか

な指導による接続促進を図り、下水道認可区域外の地域については、広く啓発活動等を通

じて合併処理浄化槽の普及を促進し、水質改善を図る。 

 

③寒川町 

家庭等から排出される汚濁負荷量の削減のため、廃油ポットや三角コーナー、拭取紙

等の排出抑制商品の普及と無リン洗剤や石けんの使用を進め、子供を中心に廃油を利用し

た石けんづくりの体験機会を設けるなどの広報活動を実施しながら啓発活動を継続して行

っていく。 
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(2) 処理体制 

 

ア．家庭系一般廃棄物の処理体制の現状と今後 

 

湘南東地域の平成22年度の分別区分及び各ごみの処理方法は表-18のとおりである。 

家庭ごみの分別区分は２市１町とも、可燃ごみ、不燃ごみ、大型ごみ及び資源物の4項

目に大分別されている。 

現状においては、資源物の分別区分はまだ統一されていない。 

 (平成23年度における湘南東地域の分別区分は別添資料-5を参照) 

可燃ごみの処理は、藤沢市及び茅ヶ崎市は各市で所有している焼却施設にて焼却処理

を行っている。寒川町は茅ヶ崎市に処理を委託している。 

不燃ごみ、大型ごみの処理は藤沢市及び茅ヶ崎市は各市の施設において選別処理を行

っている。寒川町では不燃ごみは千葉県の最終処分場、可燃粗大ごみは茅ヶ崎市環境事業

センターへ委託している。なお、選別は、一之宮中継所で処理している。平成27年度４月

からは茅ヶ崎市環境事業センター(粗大ごみ処理施設)へ搬入する。 

資源物は、２市１町で独自の処理を行っているが、平成24年度に稼働を開始する寒川

広域リサイクルセンター、平成26年度に稼働を開始する（仮称）藤沢市リサイクルセンタ

ーにおいて、現状以上の資源回収に努める。 

可燃ごみについては、バイオガス化施設の整備を検討する。 

 



 

                     

 

表-18 湘南東地域のごみの分別区分と処理方法の現状と今後 

処理施設等
処理実績
（トン）

処理施設等
処理実績
（トン）

処理施設等
処理実績
（トン）

処理施設等
処理量

（トン）
処理施設等

処理量
（トン）

処理施設等
処理量

（トン）

石名坂環境
事業所

北部環境事
業所

焼却 焼却 焼却
北部環境事
業所

リサイク
ル

リサイク
ル

その他 焼却 焼却 焼却

埋立 － －
リサイク

ル
リサイク

ル
その他

焼却 焼却 埋立 － －

リサイク
ル

リサイク
ル

焼却 焼却

－ －
リサイク

ル
リサイク

ル

紙類*１ 13,019 4,895 委託 1,029 － －

紙パック 196 64 委託 － 紙類 14,462 6,548 1,273

段ボール 3,571 2,608 委託 371
飲料用紙
パック 199 363 34

布類
*２ 2,134 1,087 委託 284 段ボール 3,625 2,898 387

ペットボト
ル

資源化施設 1,141 787 資源化設備 117 布類 2,166 1,644 299

その他プラ
スチック製
容器包装

民間施設 6,602 － － 資源化設備 670
ペットボト
ル 1,168 880 127

びん 3,085 委託 304

その他プラ
スチック製

容器包装
*４

7,977 3,829 982

カン・金属 1,337 委託 317 びん 3,157 2,169 357

廃食用油
資源化施設
(積替) 142 － － 委託 13 カン・金属 1,368 1,378 349

剪定枝 民間施設 327 － － － － 廃食用油 144 112 12

乾電池
桐原環境事
業所 （105）

環境事業セ
ンター 47.0 － － 剪定枝 民間施設 597 － － － －

乾電池等*４
仮称）藤沢
市リサイク

ルセンター
（94）

環境事業セ
ンター

48 － －

茅ヶ崎市環
境事業セン
ター(粗大

ごみ処理施
設)

茅ヶ崎市環
境事業セン

ター

焼却（熱
回収）

発電、余
熱利用

大型ごみ

リサイクル

－

資源物選別
処理施設

－

－

800.8

資源物選別
処理施設

リサイクル

リサイクル

*1 藤沢市：新聞等、本・雑誌、雑紙、茅ヶ崎市：新聞・チラシ、本・雑誌、雑紙 、寒川町：新聞紙・広告紙、雑誌・本・書籍
*２藤沢市：古布類、茅ヶ崎市：衣類、布類、寒川町：ボロ　　（）内は不燃の内数

－

集団回収

破砕、切
断、選別

リ
サ
イ

ク
ル

集団回収 2,951

762 焼却

リ
サ
イ

ク
ル

仮称）藤沢
市リサイク
ルセン

ター、石名
坂環境事業

所

破砕、切
断、選別

リ
サ

イ
ク

ル
仮称）藤沢
市リサイク
ルセンター

集団回収
（直接搬入

は仮称）藤
沢市リサイ
クルセン

ター）

8,082.6

茅ヶ崎市環
境事業セン

ター(粗大
ごみ処理施

設)

5,870

茅ヶ崎市環
境事業セン
ター(粗大

ごみ処理施
設)

破砕選別5,077.0

寒川広域リ
サイクルセ

ンター

寒川広域リ
サイクルセ

ンター

リ
サ

イ
ク

ル

リ
サ

イ
ク

ル

委託

委託(直接
搬入は寒川
広域リサイ

クルセン
ター)

今後　(平成29年度)

9,390

処理方法

藤沢市 茅ヶ崎市

発電、余
熱利用

処理方法

石名坂環境
事業所

82,434.1

分別区分

処理方法

寒川町

発電、余
熱利用

現状　(平成22年度)

処理方法

委託

寒川町

発電、余
熱利用

可燃ごみ
焼却（熱
回収）

*３ 藤沢市は製品プラスチックを含む
*４ 藤沢市：乾電池、蛍光管、卓上ガスボンベ、スプレー缶、水銀体温計(不燃の内数)、寒川町：不燃ごみに含む

選別
茅ヶ崎市環
境事業セン

ター(粗大
ごみ処理施

設)

茅ヶ崎市環
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ごみ処理施
設)

選別

選別 焼却

894

－

可燃ごみ

破砕選別
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発電、余
熱利用

選別

不燃ごみ

焼却（熱
回収）

発電、余
熱利用

茅ヶ崎市環
境事業セン

ター

焼却（熱
回収）

焼却（熱
回収）

809

茅ヶ崎市環
境事業セン

ター

778

茅ヶ崎市環
境事業セン

ター
9,998

破砕：一之
宮中継所、
焼却：茅ヶ

崎市環境事
業センター

49,334

破砕選別
仮称）藤沢
市リサイク

ルセンター
破砕選別

茅ヶ崎市

6,527

55,942

処理方法

茅ヶ崎市環
境事業セン

ター(粗大
ごみ処理施

設)

破砕選別不燃ごみ
桐原環境事
業所

破砕選別

大型ごみ

8,621

桐原環境事
業所、石名

坂環境事業
所

4,976

焼却
(熱回収)

分別区分

藤沢市

処理方法

86,253
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イ．事業系一般廃棄物の処理体制の現状と今後 

 

事業系ごみは、今後も、家庭ごみの分別区分に準じて処理、処分を行う。 

事業系ごみの排出量は、過去３年間減少傾向にあるが、より一層の削減に向け、多量排

出事業者への減量、資源化の指導強化を継続する。 

湘南東地域の新たな取組みは次のとおりである。 

 

①藤沢市 

 平成19年1月稼働の家畜糞を堆肥として資源化する藤沢市有機質資源再生センターで、

家畜糞と合わせて、事業系の剪定枝と食品残渣を年間約8,000ｔ処理する。このほか、事

業系の食品残渣年間約4,000ｔを民間の施設で飼料化する。 

平成19年４月に家庭系ごみの戸別収集を開始することにより、事業系ごみとの分離を図

った。また、同年10月には、無料であった小規模事業者から排出される事業系ごみの有料

化を実施するとともに、焼却施設への持ち込み手数料についても改定した。 

 

②茅ヶ崎市 

平成20年度の料金改定により、事業所内資源化の強化及び排出抑制を図った。 

 平成21、22年度には燃やせるごみの多量排出先において排出状況等の調査を実施した。

多量排出事業者に対する排出実態調査を継続し、的を絞った対策を展開していく。 

 

③寒川町 

 平成19年度以降、事業者に対してごみの削減指導を強化し、食品残渣のリサイクル及び

資源ごみの事業所内処理を要請(1事業所約500g/日の排出抑制の継続)している。 

 

ウ．一般廃棄物処理施設で併せて処理する産業廃棄物の現状と今後  

 

藤沢市においては産廃不燃物が年間約50ｔ（平成22年度実績）搬入され、最終処分場に

直接埋め立が行われている。 

藤沢市が処理することができる産業廃棄物は現在以下のとおりである。 

 

 産業廃棄物の搬入者 

産業廃棄物については、事業者の自己処理あるいは産業廃棄物処理業者・回収業者

への委託処理を基本とするが､次の場合に限り､事前登録した市内業者については、当分

の間持ち込みを認めている。 

(1)中小企業の工務店等が自らの建設事業に伴い発生したコンクリートブロック等の再

資源化できない不燃性廃棄物を自ら搬入する場合 

 受け入れる産業廃棄物の種類と受け入れ場所 

(1)市内で発生した廃棄物処理法施行令第2条第9号に該当するもののうち、 

① 石膏ボード  

② 瓦  
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③ コンクリートブロック及びコンクリートがら（建設資源リサイクルセンターで

再資源化できないもの）  

 受け入れ場所は、女坂最終処分場。 

(2)市内で発生した廃棄物処理法第２条第４項第１号中の廃プラスチック類及び同施行

令第２条第５号から第７号に該当するもののうち、 

① 廃家電製品（家電リサイクル法対象５品目及びパソコンを除く）  

② 廃自転車及びその部品 

受け入れ場所は、桐原環境事業所（平成26年４月以降は(仮称)藤沢市リサイクルセ

ンター）。 

    

エ．生活排水処理の現状と今後  

 

 湘南東地域は、現在、下水道整備地区においては下水道への転換の推進、下水道認可区

域外においては合併処理浄化槽普及の拡大を推進している。 

今後も引き続き、「神奈川県生活排水処理施設整備構想（生活排水処理100％計画）」

（平成９年３月策定、平成16年３月、平成22年３月（素案）改訂）に示す基本方針に基づ

き、公共下水道への転換と合併処理浄化槽の整備を進めていく。 

 

オ．今後の処理体制の要点 

 

①湘南東地域に整備するリサイクルセンター２施設における減量化、資源化を推進する。 

 また、茅ヶ崎・寒川地域の粗大ごみ処理の効率化・資源化を推進するための準備に着手

する。 

②事業系ごみの削減を推進するために、藤沢市有機質資源再生センター等での資源化を推

進するとともに、多量排出事業者の指導を強化する。 

③適正な焼却体制を維持するため、茅ヶ崎市の焼却施設の延命化を図るとともに、藤沢市

内の老朽化した焼却炉をエネルギー回収型廃棄物処理施設として計画し、更新を図る。 

④下水道認可区域外への合併処理浄化槽の普及を図る。 
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(3) 処理施設等の整備 

 

ア．廃棄物処理施設 

 

 上記(2)の統一化後の分別区分及び処理体制で処理を行うため、表-19のとおり必要な施

設整備を行う。 

 

表-19 整備する処理施設 

事業 

番号 
整備施設種類 事  業  名 処理能力 設置予定地 事業期間 

１ 

マテリアルリサイク

ル推進施設（リサイ

クルセンター） 

仮称）藤沢市リサイクル

センター整備事業 
132t/日 藤沢市 

H24～H25 

（事業全体：

H22～H25） 

２ 
エネルギー回収型廃

棄物処理施設 

北部環境事業所２号炉増

設事業 
150t/日 藤沢市 

第3次～第4
次計画期間 
（H30～

H34） 

３ 
エネルギー回収推進

施設 

茅ヶ崎市環境事業センタ

ー基幹的設備改良事業 
360t/日 茅ヶ崎市 

H27～H28 

(事業全体：

H27～H29) 

４ し尿処理施設 
し尿処理施設基幹的設備

改良事業 
230kl/日 藤沢市 

第4次計画期間  

（H35～H37) 

 
 
※ 現有処理施設の概要を添付（市町村別の現有施設名・種類、処理する廃棄物、処理能力、 
 所在地、竣工年等、施設の概要について一覧表としたもの） 
 
（整備理由） 
 事業番号１ 既存施設の老朽化、容器包装リサイクル法に基づくリサイクルの完全実施に 
       伴う処理機能の不足 

       神奈川県湘南東地域循環型社会形成推進地域計画第１次計画の継続事業 

 事業番号２ 既存施設の老朽化、熱エネルギーの積極的回収と温室効果ガスの発生抑制 

       災害廃棄物処理施設としての位置付け 

 事業番号３ 既存施設の老朽化、熱エネルギーの積極的回収と温室効果ガスの発生抑制 

 事業番号４ 既存施設の老朽化、し尿・浄化槽汚泥の構成比の変化に対応した長期安定稼働 

  

 

 

表-20に現有施設の概要を示す。 

３
．

循
環

型
社

会
形

成
推

進
地

域
計

画
の

記
載

例
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表-20 現在の施設の概要 

番

号 

市町 

村名 
施設名 処理する廃棄物 

処理 

能力 
所在地 

稼働 

年月 
備考 

ごみ焼却施設 

１ 藤沢市 北部環境事業所 可燃ごみ 300ｔ 
藤沢市石川 2168

番地 

1号炉 

S47.５ 

2号炉 

S49.10 

1号炉更新 

H19.３ 

2号炉改修 

H16.３ 

２ 藤沢市 
石名坂環境事業

所 
可燃ごみ 390ｔ 

藤沢市本藤沢2丁

目1番1号 
S59.３ 

改修 

  H12.３ 

３ 茅ヶ崎市 
環境事業センタ

ー 
可燃ごみ 360ｔ 

茅ヶ崎市萩園836

番地 
H７.９  

粗大ごみ・不燃ごみ処理施設 

４ 藤沢市 桐原環境事業所 
大型ごみ、不燃

ごみ 
90ｔ 

藤沢市桐原町 23

番地の3 
S54.３ 

改修 

  H２.２ 

５ 茅ヶ崎市 
環境事業センタ

ー 

粗大ごみ、不燃

ごみ 
50ｔ 

茅ヶ崎市萩園836

番地 
S52.８  

資源化施設 

６ 藤沢市 空き缶選別施設 缶 12ｔ 
藤沢市桐原町 23

番地の1 
H４.４  

７ 藤沢市 ビン選別施設 ビン 
16～18

ｔ 

藤沢市桐原町 23

番地の1 
H５.４  

８ 藤沢市 
ペットボトル圧

縮梱包施設 
ペットボトル 4.1ｔ 

藤沢市桐原町 23

番地の1 
H11.３  

９ 茅ヶ崎市 
資源物選別処理

施設 

びん、かん、ペ

ットボトル 
18.07ｔ 

茅ヶ崎市茅ヶ崎 

3丁目4番7号 
H５.２  

その他の施設 

10 藤沢市 
環境事業センタ

ー（収集施設） 
－ － 

藤沢市遠藤 
2,023番地の17 

S55.３  

11 藤沢市 

環境事業センタ

ー南部収集事務

所 

－ － 藤沢市稲荷417 H11.２  

12 茅ヶ崎市 
環境事業センタ

ー 
－ － 

茅 ヶ 崎 市 萩 園

1085 
H３.３  

最終処分施設 

13 藤沢市 女坂最終処分場 焼却灰、不燃物 
200,000

㎥ 

藤沢市用田150番

地 
H９.３  
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14 茅ヶ崎市 
堤十二天一般廃

棄物最終処分場 
焼却灰 

186,000

㎥ 

茅ヶ崎市堤 1300

番地外 
H16.４  

し尿処理施設 

15 藤沢市 
藤沢市し尿処理

施設 

し尿、浄化槽汚

泥 
230kl 藤沢市石川2168 S36.６ 

第4期更新 

H６.３ 

16 寒川町 
寒川町美化セン

ター 

し尿、浄化槽汚

泥 
70kl 

寒川町田端1578-

3 
H７.12  

 

イ．合併浄化槽の整備 

 

合併浄化槽の整備については、表-21のとおり行う。 

 
表-21① 藤沢市合併処理浄化槽への移行計画 

 
表-21② 茅ヶ崎市合併処理浄化槽への移行計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業 

番号 

 

事     業 

直近の整備済 

基数（基） 

(平成22年度) 

整備計画 

基数 

(基) 

整備計画 

人口 

(人) 

 

事業期間 

５  浄化槽設置整備事業  20 240 696 H24～H28 

 浄化槽市町村整備推進事業  0 0 0  

 その他地方単独事業  0 0 0  

事業 

番号 

 

事     業 

直近の整備済 

基数（基） 

(平成22年度) 

整備計画 

基数 

(基) 

整備計画 

人口 

(人) 

 

事業期間 

５  浄化槽設置整備事業  34 285 867 H24～H28 

 浄化槽市町村整備推進事業  0 0 0  

 その他地方単独事業  0 0 0  



 

 28 

 

 

(4) 施設整備に関する計画支援事業及び長寿命化計画策定支援事業 

 

廃棄物処理施設の長寿命化を図るための効率的な維持管理や更新整備の計画を策定する

ため、(3)の施設整備に先立ち、表-22のとおり計画支援事業を行う。 

 

表-22① 実施する計画支援事業 

事業 
番号 

事    業    名 事 業 内 容 事業期間 

３２ 
北部環境事業所２号炉増設事業に対する支
援事業 

・基本計画作成 
・事業方式検討業務 
・ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ業務 
・生活環境影響調査 

H27～H28 
（H27～H29） 

３３ 
茅ヶ崎市環境事業センター基幹的設備改良
事業（事業番号３）に対する支援事業 

・基本設計（見積り仕
様書作成、技術審査、
最終発注仕様書作成） 

H26～H26 

３４ 
藤沢市石名坂環境事業所更新事業に対する
支援事業 

・基本計画作成 
・事業方式検討業務 
・ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ業務 
・生活環境影響調査 

第3次～第4次計
画期間 

（H32～H34） 

３５ 
仮称）茅ヶ崎・寒川地域粗大ごみ処理施設
整備に対する支援事業 

・旧炉解体事前調査・
旧炉解体最終発注仕様
書作成等（ダイオキシ
ン類等調査、見積もり
仕様書作成、最終発注
仕様書作成） 
・粗大ごみ処理施設基
本構想 
・粗大ごみ処理施設基
本計画 
・事業方式の可能性調
査 
・事業者選定 
 

H27～H32 

３６ 藤沢市し尿処理施設基幹的設備改良事業に
対する支援事業 

・土壌調査業務 
・施設整備基本設計 
・事業方式検討業務 
・生活環境影響調査等 

第3次～第4次計
画期間 

（H32～H34） 

 
表-22② 実施する長寿命化計画策定支援事業 

事業 

番号 
事    業    名 事 業 内 容 事業期間 

３１ 
茅ヶ崎市環境事業センター長寿命化計画策

定事業 

・施設保全計画 

・延命化計画 
H24 
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(5) その他の施策 

 

ア．廃家電のリサイクルに関する普及啓発 

 

 湘南東地域は、廃家電のリサイクルについて、テレビ、エアコン、冷蔵庫、洗濯機・衣

類乾燥機の特定家庭用機器再商品化法に基づくリサイクル処理の定着を図っている。適切

な回収、再商品化がなされるよう、ごみカレンダーへの掲載や関連団体・小売店などと協

力して、普及啓発を行う。 

また、藤沢市及び寒川町では、法に基づく家電５品目以外の廃家電品について、継続し

て民間業者を活用しできる限り資源化を図る。 

 

イ．不法投棄対策 

 

①藤沢市 

 藤沢市では、これまで警告センサーや不法投棄防止看板の設置、投棄物の迅速な処理の

ための定期巡回や処理体制の強化のほか、地権者に対するフェンス設置等の指導、利用の

少ない公道への車止めの設置、投棄者の摘発及び摘発状況の広報等を行っている。 

 平成19年度からは、新たに移動式監視カメラの設置(３台)、夜間パトロールの強化(年

間60日から年間90日に増加)、監視指導員の新設(常時４名体制)、通報制度を充実させる

ためのフリーダイヤルの設置、自治会役員等への通報カードの配布等の対策も行い、不法

投棄防止に努めていくこととしている。 

 過去５年間の推移は表-23に示すとおりであり、減少傾向にある。 

 

表－23 不法投棄の実績 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

件数（件） 2,119 1,990 1,588 1,522 1,349 

重量（ｔ） 131.1 89.6 55.6 70.9 69.1 

 

②茅ヶ崎市 

茅ヶ崎市では、これまでの昼夜パトロールや不法投棄防止看板、警告装置の設置に加え、

平成17年度に「茅ヶ崎市不法投棄防止対策事業実施要領」を策定、県や警察と連携した不

法投棄の取り締まりや、不法投棄物の早期回収などに積極的な取り組みを行っている。 

平成22年度では延べ90日間の夜間パトロールを実施するとともに、職員による不法投棄

物の回収を兼ねたパトロールを毎日行っている。不法投棄物からの証拠物の発見による警

察への通報件数については、平成21年度15件、平成22年度12件と減少しており、警察との

連携も強化されている。 

また、平成17年8月には市民、警察、行政からなる「茅ヶ崎市不法投棄防止対策連絡

会」を設置し、半年毎の情報交換会を行っている。今後は、不法投棄に関する調査・研究

やキャンペーン等の啓発活動など、不法投棄の防止に向けた活動も行っていく。 
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過去５年間の推移は表-24に示すとおりであり、平成21年度までは件数、量どちらも減

少傾向にあったが、平成22年度は件数が増加した。 

 

表－24 不法投棄の実績 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

件数（件） 445 416 317 248 360 

重量（ｔ） 83 39 37 25 23 

 

③寒川町 

河川、道路敷等に不法に投棄される廃棄物を中心にパトロールを実施しており、国土交

通省京浜河川事務所相模川出張所、茅ヶ崎警察署、神奈川県湘南地域県政総合センター、

神奈川県相模川総合整備事務所及び高座地区河川をきれいにする会の会員企業等との協力

による「寒川町廃棄物不法投棄監視指導取締実施要項」を平成元年7月に策定し、毎月1回

不法投棄監視パトロールを実施している。 

 さらに、相模川を中心とした公共用地（国・県管理地）を4ブロックに分け、週に1ブロ

ックごとの不法投棄清掃の委託を実施し常に不法投棄がされないように環境美化に努めて

おり（不法投棄・散乱ごみ総合対策推進事業）、平成22年度の実績として116ｔの不法投

棄物を収集している。 

また、毎年5月30日を「ごみゼロの日」と定め、「河川一斉美化キャンペーン」を実施

しており、平成22年度には、23自治会、35団体（企業、学校、河川利用者関係団体等）に

よる計1,515人が参加して相模川河川敷及び目久尻川、小出川河川敷のごみ3.26ｔを収集

している。さらに、自治会の協力を得て「まちぐるみ美化運動」を年2回実施しており、

40.98ｔのごみが回収されている。 

 この他、平成15年2月より寒川郵便局との協定により、不法投棄の発見や情報提供の協

定を結んでいる。 

 なお、実際に不法投棄された廃棄物については、中身を検査し不法投棄者が判明した時

は、警察と協力し撤去を要請している他、不法投棄された場所により道路管理者、河川管

理者等に撤去と今後の対策を要請している。 

過去５年間の推移は表-25に示すとおりであり、減少傾向にある。 

 

表－25 不法投棄の実績 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

重量（ｔ） 531 458 373 120 116 
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ウ．災害時の廃棄物処理に関する事項 

 

災害時の一般廃棄物及び災害により発生する廃棄物については、湘南東地域内や神奈川

県及び近隣自治体との連携を図り、収集運搬、処理・処分の迅速・円滑な処理を推進する。 

①藤沢市 

 「地域防災計画」において「応援協定等に基づいて他都市、関係機関、下水道工事業者

への応援要請を行い、機材・人員等の復旧に際しての協力を図る」と、定め、災害廃棄物

の一時保管場所について、表-26のとおり設定している。 

 

表-26 藤沢市一時保管場所 

 名称 所在地 面積 

① 谷根多目的運動広場 大鋸1264 14,000 ㎡ 

② 女坂スポーツ広場 用田220 15,700 ㎡ 

③ 女坂最終処分場 用田150 17,700 ㎡ 

④ 葛原最終処分場 葛原1777 23,000 ㎡ 

⑤ 葛原第二最終処分場 葛原1800 19,700 ㎡ 

 合計  90,100 ㎡ 

 

②茅ヶ崎市 

 「茅ヶ崎市災害廃棄物等処理マニュアル」において、災害廃棄物の収集や処理・処分に

ついての計画を策定することとしており、廃棄物の仮置き場等についても計画収集量の推

計や搬入ルート等により場所の選定を行うこととしている。 

 

③寒川町 

 「寒川町地域防災計画」において、災害時の一般廃棄物及び災害により発生する廃棄物

について、なるべく早期に収集を行い原則的には茅ヶ崎市環境部環境事業センター及び資

源物ごみについては、寒川広域リサイクルセンター等で処理するものとするが、処理能力

を超える大量の廃棄物が発生したとき、またはそのおそれがあるときは臨時集積所を設置

するものとし、臨時集積所の候補地を表-27のとおり定めている。 

 

表-27 寒川町の臨時集積所 

場  所 所在地 面   積 

寒川町青少年広場 寒川町大蔵344番地 外 31,262 ㎡ 
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４ 計画のフォローアップと事後評価 

 

(1) 計画のフォローアップ 

 

 湘南東地域各市町は、毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、

必要に応じて、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。 

 

(2) 事後評価及び計画の見直し 

 

 第２次計画期間終了後、計画の進捗状況を把握し、その結果が取りまとまった時点で、

速やかに計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。 

 なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すもの

とする。 

 

 

 

 

 



 

 

様式１ 

循環型社会形成推進交付金事業実施計画総括表１（平成２４年度） 

 

 

１ 地域の概要 

(1)地域名 湘南東地域  (2)地域内人口 696,817 人 (3)地域面積 118.69ｋｍ２ 

(4)構成市町村等名 藤沢市、茅ヶ崎市、寒川町 (5)地域の要件＊ 人口 面積 沖縄 離島 奄美 豪雪 山村 半島 過疎 その他 

(6)構成市町村に一部事務組合等が 

 含まれる場合、当該組合の状況 

組合を構成する市町村：                                              設立（予定）年月日：     年  月  日設立、認可予定 

設立されていない場合、今後の見通し： 

                                                                                                    ＊ 交付要綱で定める交付対象となる要件のうち、該当する項目全てに○を付ける。 

２ 一般廃棄物の減量化、再生利用の現状と目標 

 
※1 排出量は現状に対する割合、その他は排出量に対する割合。ただし、総資源化量については、リサイクル率で示す。 

※ 別添資料として指標と人口等の要因に関するトレンドグラフを添付する。（人口トレンドは別添資料-1、ごみ排出量等のトレンドは別添資料-2参照） 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

事業系 総排出量（トン） 49,744 49,923 46,712 44,638 44,665 41,044 トン -8.1%

　　１事業所当たりの排出量(ﾄﾝ/事業所) 2.3 2.4 2.2 2.2 2.2 2.0 ﾄﾝ/事業所 -9.1%

家庭系  排出量（トン） 172,419 160,968 155,426 154,066 153,865 155,003 トン 0.74%

　　１人当たりの排出量（kg/人） 223 203 193 190 189 173 kg/人 -8.5%

合　計  事業系家庭系排出量合計（トン） 222,163 210,891 202,138 198,704 198,530 196,047 トン -1.25%

直接資源化量  （トン） 13,135 13,457 11,986 11,746 11,839 15,036 トン

    排出量に対する割合 5.9% 6.4% 5.9% 5.9% 6.0% 7.7%

総資源化量 （トン） 66,677 66,415 64,228 62,776 62,670 70,809

   排出量に対する割合 26.8% 28.0% 28.4% 28.3% 28.2% 32.0%

熱回収量（年間の発電電力量　MWh） 25,731 41,697 38,572 40,036 41,765 31,699

減量化量（中間処理前後の差　トン） 166,631 156,581 150,469 147,790 147,876 140,427

　　排出量に対する割合 75.0% 74.2% 74.4% 74.4% 74.5% 71.6%

埋立最終処分量（トン） 12,514 12,430 11,478 11,411 11,326 9,787

　　排出量に対する割合 5.6% 5.9% 5.7% 5.7% 5.7% 5.0%
最終処分量

過去の状況・現状（排出量に対する割合） 目標（割合
*1

)
(平成29年度 )

排出量

中間処理による減量化量

指　　　　　　　標

再生利用量

熱回収量
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３ 一般廃棄物処理施設の現況と更新、廃止、新設の予定  

施 設 種 別 事業主体 

現 有 施 設 の 内 容 更新、廃止、新設の内容     

備 考 型式及び 

処理方式 

補助の

有無 

処理能力

(単位) 
開始年月 

更新、廃止 

予定年月日 

更新、廃止、 

新設理由 

型式及び 

処理方式 

施設竣工 

予定年月 

処理能力

(単位) 

石名坂環境事業所 

焼却施設 
藤沢市 

全連続燃焼式旋回

流型流動床式 
有 

390ｔ 

/24ｈ 
昭和59年3月 

更新平成 38

年度 
老朽化の為  平成38年度 

260ｔ/24

ｈ 

 

北部環境事業所 

焼却施設１号炉 
藤沢市 

全連続燃焼式焼却

炉（火格子式） 
有 

150ｔ 

/24ｈ 
昭和47年5月 

更新平成 19

年4月 
老朽化の為 

全連続燃焼式焼

却炉（火格子式） 
平成19年3月 

150ｔ/24

ｈ 

 

北部環境事業所 

焼却施設２号炉 
藤沢市 

全連続燃焼式焼却

炉（火格子式） 
有 

150ｔ 

/24ｈ 

昭和49年 

10月 

廃止 平成25

年 3月 

更新平成 35

年度 

老朽化の為 
全連続燃焼スト

ーカ炉 
平成35年3月 150t/24h 

 

環境事業センター 

焼却施設 
茅ヶ崎市 

全連続燃焼式スト

ーカ炉 
有 

360ｔ 

/24ｈ 
平成7年9月 

更新 平成30

年度 
延命化の為  平成30年度  

29年度までに

工事完了予定 

空き缶選別施設 藤沢市 缶選別機、プレス機 有 
12ｔ 

/日 
平成4年4月 

廃止 平成25

年 3月 
老朽化の為  平成25年4月  

 

あきびん選別施設 藤沢市 手選別 有 
16ｔ～18

ｔ/日 
平成5年2月 

廃止 平成25

年 3月 
老朽化の為  平成25年4月  

 

ペットボトル圧縮梱包 

施設 
藤沢市 

ストックヤード 

圧縮梱包機 
有 

4.1 

ｔ/日 
平成11年3月 

廃止 平成25

年 3月 
老朽化の為  平成25年4月  

 

容器洗浄施設 藤沢市 資源回収容器洗浄 無 700個/H 平成6年4月 
廃止 平成25

年 3月 
老朽化の為  平成25年4月  

 

資源物選別処理施設 茅ヶ崎市 手選別 有 
18.07 

ｔ/日 
平成5年2月 

廃止 平成24

年3月 
老朽化の為  平成24年3月  

 

資源ごみ処理施設 寒川町 手選別 無 5ｔ/日 昭和59年3月 
廃止 平成24

年2月 
老朽化の為  平成24年3月  
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桐原環境事業所 藤沢市 横型回転式破砕機 有 90ｔ/6ｈ 昭和54年3月 
廃止 平成25

年 3月 
老朽化の為  平成25年4月  

 

環境事業センター 

粗大ごみ処理施設 
茅ヶ崎市 破砕、選別 有 50ｔ/5ｈ 昭和52年8月 

更新 平成35

年3月 
老朽化の為 未定 平成35年度 28ｔ/日 

 

仮称）藤沢市リサイクルセン

ター 
藤沢市     新設 統合 

破砕、選別、圧

縮、貯留 
平成25年3月 

132 

ｔ/日 

 

寒川広域リサイクルセンタ

ー 
寒川町     新設 統合 

選別、圧縮、貯

留 
平成24年3月 

55.5 

ｔ/日 

 

女坂最終処分場 藤沢市 
凝集沈殿＋砂ろ

過＋活性炭 
有 

200,000

㎥ 
平成9年3月      

 

堤十二天一般廃棄物最終

処分場 
茅ヶ崎市 

凝集沈殿＋砂ろ

過＋微量有害物

質除去 

有 
186,000

㎥ 
平成16年4月      

 

藤沢市し尿処理施設 
藤沢市 

ばっ気+遠心脱水+

凝集沈殿 
有 230KL 昭和36年6月      

 

寒川町美化センター 
茅ヶ崎市、

寒川町 

高負荷脱窒素処理

方式 
有 70KL 平成7年12月      

 

※ 計画地域内の施設の状況（現況、予定）を地図上に示したものを添付する。（施設の位置は別添図-1参照 施設の詳細は別添資料-6参照）  

3
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４-１ 生活排水処理の現状と目標（湘南東地域） 

     

    ※ 別添資料として指標と人口等の要因に関するトレンドグラフを添付する。（人口トレンドは別添資料-1参照、生活排水処理の予測は別添資料-3参照） 

  

４-２ 生活排水処理の現状と目標（藤沢市） 

     

    ※ 別添資料として指標と人口等の要因に関するトレンドグラフを添付する。（人口トレンドは別添資料-1参照、生活排水処理の予測は別添資料-3参照） 

 

 

 

 

年度 過去の状況・現状 目標

指標・単位 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成29年度

674,816 680,130 684,960 688,984 692,303 704,671

汚水衛生処理人口 605,742 614,100 622,041 627,945 635,404 663,392

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 89.8% 90.3% 90.8% 91.1% 91.8% 94.1%

汚水衛生処理人口 0 0 0 0 0 0

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

汚水衛生処理人口 10,181 9,619 10,675 10,528 10,396 13,325

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 1.5% 1.4% 1.6% 1.5% 1.5% 1.9%

汚水衛生未処理人口 58,893 56,411 52,244 50,511 46,503 27,954

汚水衛生未処理率 8.7% 8.3% 7.6% 7.3% 6.7% 4.0%

総人口

公共下水道

集落排水施設等

合併処理浄化槽等

未処理人口

年度 過去の状況・現状 目標

指標・単位 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成29年度

398,481 402,096 405,243 407,287 409,734 416,466

汚水衛生処理人口 360,406 364,950 369,019 372,861 378,165 395,044

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 90.4% 90.8% 91.1% 91.5% 92.3% 94.9%

汚水衛生処理人口 0 0 0 0 0 0

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

汚水衛生処理人口 2,503 2,666 2,830 2,933 3,036 3,602

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 0.6% 0.7% 0.7% 0.7% 0.7% 0.9%

汚水衛生未処理人口 35,572 34,480 33,394 31,493 28,533 17,820

汚水衛生未処理率 8.9% 8.6% 8.2% 7.7% 7.0% 4.3%

集落排水施設等

総人口

未処理人口

合併処理浄化槽等

公共下水道
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４-３ 生活排水処理の現状と目標（茅ヶ崎市） 

     

    ※ 別添資料として指標と人口等の要因に関するトレンドグラフを添付する。（人口トレンドは別添資料-1参照、生活排水処理の予測は別添資料-3参照） 

 

    ４-２ 生活排水処理の現状と目標（寒川町） 

     

    ※ 別添資料として指標と人口等の要因に関するトレンドグラフを添付する。（人口トレンドは別添資料-1参照、生活排水処理の予測は別添資料-3参照） 

 

 

 

  

年度 過去の状況・現状 目標

指標・単位 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成29年度

228,879 230,565 232,237 234,114 235,140 240,132

汚水衛生処理人口 205,914 209,088 212,626 214,333 216,287 222,727

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 90.0% 90.7% 91.6% 91.6% 92.0% 92.8%

汚水衛生処理人口 0 0 0 0 0 0

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

汚水衛生処理人口 5,087 4,515 4,720 4,850 4,547 8,370

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 2.2% 2.0% 2.0% 2.1% 1.9% 3.5%

汚水衛生未処理人口 17,878 16,962 14,891 14,931 14,306 9,035

汚水衛生未処理率 7.8% 7.4% 6.4% 6.4% 6.1% 3.8%
未処理人口

合併処理浄化槽等

公共下水道

集落排水施設等

総人口

年度 過去の状況・現状 目標

指標・単位 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成29年度

47,456 47,469 47,480 47,583 47,429 48,073

汚水衛生処理人口 39,422 40,062 40,396 40,751 40,952 45,621

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 83.1% 84.4% 85.1% 85.6% 86.3% 94.9%

汚水衛生処理人口 0 0 0 0 0 0

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

汚水衛生処理人口 2,591 2,438 3,125 2,745 2,813 1,353

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 5.5% 5.1% 6.6% 5.8% 5.9% 2.8%

汚水衛生未処理人口 5,443 4,969 3,959 4,087 3,664 1,099

汚水衛生未処理率 11.5% 10.5% 8.3% 8.6% 7.7% 2.3%
未処理人口

総人口

公共下水道

集落排水施設等

合併処理浄化槽等

3
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５ 浄化槽の整備の状況と更新、廃止、新設の予定 

施 設 種 別 事業主体 
現 有 施 設 の 内 容 整備予定基数の内容 

備    考 
基  数 処理人口 開始年月 基   数 処理人口 目標年次 

合併浄化槽設置整備事業 藤沢市 382 1,014 
平成13年 

4月 
240 696 平成29年度 H24～H28 

合併浄化槽設置整備事業 茅ヶ崎市 823 3,642 
平成3年 

4月 
285 867 平成29年度 H24～H28 

 注1)現有施設は平成22年度までの実績 

   ※ 別添資料として計画地域内の施設の状況（現況、予定）を地図上に示したものを添付する。 

（浄化槽整備計画図は別添図-2、3参照、整備実績及び予定は別添資料-4参照） 
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様 式 ２

事　業　名　称 単位 開始 終了
平成

24年度
平成

25年度
平成

26年度
平成

27年度
平成

28年度
平成

24年度
平成

25年度
平成

26年度
平成

27年度
平成

28年度

3,629,671 2,872,695 756,976 0 0 0 2,975,690 2,828,395 147,295 0 0 0

3,629,671 2,872,695 756,976 0 0 0 2,975,690 2,828,395 147,295 0 0 0

施設整備工事 1 藤沢市 132 t/日 H24 H25 3,629,671 2,872,695 756,976 2,975,690 2,828,395 147,295

2,559,007 0 0 0 484,014 2,074,993 2,471,997 0 0 0 482,730 1,989,267

0 0
第３次～第４次
計画

施設整備工事(焼却炉解体含む) 2 藤沢市 150 t/日 0 0
総事業費は
16,200,000

2,559,007 0 0 0 484,014 2,074,993 2,471,997 0 0 0 482,730 1,989,267

焼却炉基幹的設備改良事業 3 茅ヶ崎市 360 t/日 H27 H28 2,559,007 484,014 2,074,993 2,471,997 482,730
エネルギー対策

特別会計活用

1,989,267
エネルギー対策

特別会計活用

総事業期間は
H27～H29
総事業費は
4,795,200

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 藤沢市 230 kl/日 0 0 第４次計画

132,375 26,475 26,475 26,475 26,475 26,475 132,375 26,475 26,475 26,475 26,475 26,475

5 藤沢市 240 基 H24 H28 63,645 12,729 12,729 12,729 12,729 12,729 63,645 12,729 12,729 12,729 12,729 12,729

5 茅ヶ崎市 285 基 H24 H28 68,730 13,746 13,746 13,746 13,746 13,746 68,730 13,746 13,746 13,746 13,746 13,746

5,500 5,500 0 0 0 0 5,500 5,500 0 0 0 0

31 茅ヶ崎市 360 t/日 H24 H24 5,500 5,500 5,500 5,500 0 0 0 0

80,166 0 0 4,083 30,446 45,637 78,762 0 0 4,083 29,042 45,637

62,690 20,952 41,738 61,286 19,548 41,738

事業番号２に対する支援事業 32 藤沢市 150 t/日 H27 H28 62,690 20,952 41,738 61,286 19,548 41,738

総事業期間は
H27～H29
総事業費は
96,868

4,083 0 0 4,083 0 0 4,083 0 0 4,083 0 0

事業番号３に対する支援事業 33 茅ヶ崎市 360 t/日 H26 H26 4,083 4,083 4,083 4,083

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

第４次計画対象整備施設の支援事業 34 藤沢市 120 t/日 0 0
第３次～第４次
計画

13,393 0 0 0 9,494 3,899 13,393 0 0 0 9,494 3,899

第３次計画対象整備施設の支援事業 35 茅ヶ崎市 28 t/日 H27 H28 13,393 9,494 3,899 13,393 9,494 3,899

総事業期間は
H27～H32
総事業費は
76,476

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

第４次計画対象整備施設の支援事業 36 藤沢市 230 kl/日 0 0 0 0
第３次～第４次
計画

6,406,719 2,904,670 783,451 30,558 540,935 2,147,105 5,664,324 2,860,370 173,770 30,558 538,247 2,061,379

循環型社会形成推進交付金事業実施計画総括表２（平成24年度）

事　業　種　別 事業
番号
※１

事業主体
名　　　称

※２

規　模
事業期間
交付期間

総事業費（千円） 交付対象事業費（千円）
備　　考

環境事業センター基幹的設備改良事業

○し尿処理に関する事業

○再生利用に関する事業

（仮称）藤沢市リサイクルセンター

○熱回収等に関する事業

北部環境事業所２号炉増設事業

北部環境事業所基幹的設備改良事業

○浄化槽に関する事業

浄化槽設置整備

浄化槽設置整備

石名坂環境事業所更新事業関連

(仮称）茅ヶ崎・寒川地域粗大ごみ処理施設
整備事業関連

北部環境事業所し尿処理施設基幹的設備改
良事業関連

合     　　計

○廃棄物処理施設における長寿命化計画策定支
援事業

長寿命化計画策定業務

○施設整備に関する計画支援に関する事業

北部環境事業所２号炉増設事業

環境事業センター基幹的設備改良事業関連
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様 式 ３

開
始

終
了

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

11 料金改定

排出抑制、排出者負担の原
則の継続を図り、適宜直接
搬入ごみ及び事業系ごみの
料金改定を図る。

構成市
町

24 28

12
環境フェア開催、施設
見学

環境フェアの開催や、・学校
や地域での環境学習、施設
見学会等を継続する。

構成市
町

24 28

13 マイバッグ運動

レジ袋を削減するため、レジ
袋削減の啓発・マイバッグ運
動の推進等に努める。

構成市
町

24 28

14 エコショップ等

ごみ減量やリサイクルを推進
している店を認定する制度の
推進に努める。

構成市
町

24 28

21 分別資源の追加
商品プラスチックの分別収集
（有害ごみ・危険ごみの分
別）

藤沢市 24 28

22 分別資源の追加

循環型社会形成推進のため
のリサイクルセンター整備に
伴う廃食用油、容器包装プラ
スチックの分別収集

茅ヶ崎市 24 28

23 分別資源の変更
剪定枝の分別の検討

寒川町 24 28

1
仮称）藤沢市リサイクル
センター整備事業

藤沢市リサイクルセンター施
設整備

藤沢市 24 25 ○
事業開始は
平成22年度

2
北部環境事業所２号炉
増設整備事業

エネルギー回収型廃棄物処
理施設整備事業

藤沢市 ○
第３次～第
４次計画

3
茅ヶ崎市環境事業セン
ター基幹的設備改良事
業

ごみ焼却施設基幹的設備改
良事業

茅ヶ崎市 27 28 ○
総事業期間
は平成27～
29年度

4
し尿処理施設基幹的設
備改良事業

し尿処理施設基幹的設備改
良事業

藤沢市 ○ 第４次計画

5 浄化槽設置整備事業 浄化槽の設置整備費補助
藤沢市
茅ヶ崎市

24 28 ○

長寿命化計
画策定支援
事業に関す
るもの

31
茅ヶ崎市環境事業セン
ターごみ焼却施設長寿
命化計画策定事業

長寿命化計画策定業務(施
設保全計画、延命化計画)

茅ヶ崎市 24 24 ○

32

北部環境事業所２号炉
増設整備事業（事業番
号２）に対する支援事業

基本計画作成、事業方式検
討、生活環境影響調査等

藤沢市 27 28 ○
支援事業は
平成29年度
まで

33
茅ヶ崎市環境事業セン
ター基幹的設備改良事
業に対する支援事業

基本設計（見積り仕様書作
成、技術審査、最終発注仕
様書作成）

茅ヶ崎市 26 26 ○

34
藤沢市石名坂環境事業
所更新事業に対する支
援事業

基本計画作成、事業方式検
討、生活環境影響調査等

藤沢市 ○
第３次～第
４次計画

35
仮称）茅ヶ崎・寒川地域
粗大ごみ処理施設整備
に対する支援事業

旧炉解体事前調査・最終発
注仕様書作成、粗大ごみ処
理施設基本構想、粗大ごみ
処理施設基本計画等

茅ヶ崎市 27 28 ○

支援事業は
32年度
工事は平成
30～34年度

36
藤沢市し尿処理施設基
幹的設備改良事業に対
する支援事業

土壌調査業務、施設整備基
本設計、事業方式検討、生
活環境影響調査等

藤沢市 ○
第３次～第
４次計画

41
廃家電のリサイクルに
関する普及啓発

ごみカレンダーへの掲載や
関連団体・小売店などの協
力による普及啓発の継続

構成市
町

24 28

42 不法投棄対策

夜間パトロールの実施やライ
トの設置、不法投棄防止看
板、地元自治会等と連携に
よる不法投棄防止の取り組
みの継続

構成市
町

24 28

43 災害時の廃棄物処理
湘南東地域で災害時の対策
についての協議をし、体制を
構築

構成市
町

24 28

備　　考

発生抑制、
再使用の
推進に関
するもの

処理体制
の構築、変
更に関する
もの

処理施設
の整備に
関するもの

施設整備
に係る計画
支援に関
するもの

その他

地域の循環型社会形成推進のための施策一覧

施策種別
事業
番号
※１

施策の名称 施策の内容
実施
主体

事業期
間

交付期

交付
金必
要の
要否

事　　　業　　　計　　　画

建設工事 

実施（藤沢市、茅ヶ崎市） 

検討・制度化（寒川町） 

普及啓発 

パトロール等 

合併浄化槽整備 

検討・事業実施(適宜) 

検討・制度化（寒川町） 

事業実施(藤沢市、茅ヶ崎市) 

事業実施 

事業実施 

検討 

事業実施 

基幹的設備 

長寿命
化計画 

旧炉解体ダイオキシ
ン類等調査、基本構
想等 

事業検討 

基本計画作成、事業
方式検討、生活環境
影響調査等 

基本設計
（発注仕様
書含む） 
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【参考資料様式１】 

施設概要（マテリアルリサイクル推進施設系） 

                             （リサイクルセンター） 

 

都道府県名 神奈川県 

(1) 事業主体名    藤沢市 

(2) 施設名称 仮称）藤沢市リサイクルセンター 

(3) 工期 
 平成 24 年度 ～ 平成 25 年度 

（事業全体：平成22年度～平成25年度） 

(4) 施設規模  処理能力  132 ｔ／日 

(5) 処理方式  破砕、選別、圧縮・梱包 

(6) 地域計画内の役割 

 湘南東地域(藤沢地域)のマテリアルリサイクル推進拠点として立地し、 

粗大ごみ、不燃物からの有価物回収及び収集資源ごみの選別等を行い、リ

サイクル率の向上に資する。 

(7) 廃焼却施設解体工事 

 の有無 

  有   無 

 

 「廃棄物原材料化施設」を整備する場合 

(8) 生成する原材料及び 

その利用計画  

 

 

 「ごみ固形燃料化施設」を整備する場合 

(9) 固形燃料の利用計画  

 

 「ストックヤード」を整備する場合 

(10) ストック対象物 
 

 

 「容器包装リサイクル推進施設」を整備する場合 

(11) 容器包装リサイク 

  ル推進施設の内訳 
 

 

(12)事業計画額（千円） 3,629,671千円 （事業全体：4,825,831千円） 

 

 

 

 

 

 

 



42 

 

【参考資料様式２】 

施設概要（熱回収施設系） 

                          

 

都道府県名 神奈川県 

(1) 事業主体名    藤沢市 

(2) 施設名称 北部環境事業所２号炉 

(3) 工期 
 第3次～第4次計画期間（平成 30 年度 ～ 平成 34 年度）（CO２削減

率 20.5％相当） 

(4) 施設規模  処理能力 150ｔ／日 

(5) 形式及び処理方式 全連続燃焼ストーカ炉 

(6)余熱利用の計画 

 

１．発電の有無    有(発電効率    ％) ・無 

 

２．熱回収の有無   有(熱回収効率   ％) ・無 

 

(7) 地域計画内の役割 
 既存施設の老朽化に伴い焼却施設の長期安定稼働に資する。 
発電効率の向上を図り、熱エネルギーの積極的回収と有効利用を推

進するとともに温室効果ガスの発生抑制に資する。 

(8) 廃焼却施設解体工事 

 の有無 

  

 有   無 

   

 

 「灰溶融施設」を整備する場合 

(9) スラグの利用計画   

 

 「高効率原燃料回収施設」を整備する場合 

(10) 発生ガス回収効率 

   及び発生ガス量 

 １．発生ガス回収効率       Nm３/t 

 ２．発生ガス量          Nm３/日 

(11) 回収ガスの利用計画   

 

(12)事業計画額（千円） 0千円（第３次～第４次計画期間： 16,200,000千円）  
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【参考資料様式２】 

施設概要（熱回収施設系） 

                          

 

都道府県名 神奈川県 

(1) 事業主体名    茅ヶ崎市 

(2) 施設名称 環境事業センター 

(3) 工期 
 平成 27 年度 ～ 平成 28 年度  （CO２削減率 20％） 

 （事業全体：平成27年度～平成29年度） 

(4) 施設規模  処理能力 360ｔ／日(120ｔ／日×３炉) 

(5) 形式及び処理方式 全連続燃焼式ストーカ炉 

(6)余熱利用の計画 

 

１．発電の有無    有(発電効率   12 ％) ・無 

 

２．熱回収の有無   有(熱回収効率  82 ％) ・無 

 

(7) 地域計画内の役割 

 既存施設の老朽化に伴い基幹的設備改良工事を実施し焼却施設の長期安

定稼働に資する。 
発電効率の向上を図り、熱エネルギーの積極的回収と有効利用を推

進するとともに温室効果ガスの発生抑制に資する。 

(8) 廃焼却施設解体工事 

 の有無 

  

 有   無 

   

 

 「灰溶融施設」を整備する場合 

(9) スラグの利用計画   

 

 「高効率原燃料回収施設」を整備する場合 

(10) 発生ガス回収効率 

   及び発生ガス量 

 １．発生ガス回収効率       Nm３/t 

 ２．発生ガス量          Nm３/日 

(11) 回収ガスの利用計画   

 

(12)事業計画額（千円） 
2,559,007千円（事業全体：4,795,200千円）  

※事業計画額のうち、2,471,997千円についてはエネルギー対策特別会計

を活用 
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【参考資料様式４】 

施設概要（し尿処理施設系） 

                          

 

都道府県名 神奈川県 

 

(1) 事業主体名    藤沢市 

(2) 施設名称 北部環境事業所 

(3) 工期 
 第４次計画期間（平成 35 年度 ～ 平成 37 年度）（CO２削減率 ３

％） 

(4) 施設規模  処理能力 230 kl／日 

(5) 形式及び処理方式 ばっ気処理+遠心脱水処理+凝集沈殿処理 

(6) 地域計画内の役割 
し尿処理施設が老朽化しているとともに、し尿・浄化槽汚泥の収集・処理
量が減少し、構成比も変化することから、基幹的設備改良工事を実施し、

施設の長期安定稼働及び温室効果ガスの削減に資する。 

(7) 廃焼却施設解体工事 

 の有無 

 

 有   無 

 

 

 「汚泥再生処理センター」を整備する場合 

(8) 資源化の方法  

(9) 資源化物の利用計画  

 

 「コミュニティ・プラント」を整備する場合 

(10) 計画処理人口 

及び面積 

 人 口         人 

 面 積         m２ 

(11) 計画地域の性格  

 

(12)事業計画額（千円） 0千円（第４次計画期間：1,098,630千円） 
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【参考資料様式５】 

施設概要（浄化槽系） 

都道府県名 神奈川県 

 

(1) 事業主体名 藤沢市 

(2) 事業名称  浄化槽設置整備事業 

(3) 事業の実施目的及び内容 
公共用水域の保全を図るため、下水道未整備区域における生活雑排

水の適正処理が必要なことから、合併処理浄化槽を整備する。 

(4）事業期間 平成 24 年度～平成 28 年度 

(5) 事業対象地域の要件 
公共下水道の事業認可対象区域を除く藤沢市行政区域を事業対象とす

る。 

(6)事業計画額 

総事業費      63,645  千円 

うち  （以下の事業を実施する場合） 

・低炭素社会対応型浄化槽整備推進事業に係る事業費    千円 

・浄化槽整備区域促進特別モデル事業に係る事業費      千円 

 

○  事業計画額の内訳及び浄化槽の整備規模 

 【浄化槽設置整備事業の場合】 

 

人槽区分 

交付対象基数 

（  696 人分） 
うち 

単独撤去 

基準額 

（千円） 

対象経費 

支出予定額 

（千円） 

交付対象 

事業費 

（千円） 

    ５人槽  165 基（ 396  人分） 20基 39,120 39,120 39,120 

 ６～ ７人槽   50 基（  175  人分） 10基 15,300 15,300 15,300 

 ８～１０人槽    25 基（  125    人分） 0基 9,225 9,225 9,225 

１１～２０人槽     基（     人分） 基    

２１～３０人槽     基（     人分） 基    

３１～５０人槽     基（     人分） 基    

 ５１人槽以上    基（     人分） 基    

改 築     基     

 計画策定調査費 
 

 
    

合 計  240 基（  696  人分） 30基 63,645 63,645 63,645 
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【参考資料様式５】 

施設概要（浄化槽系） 

都道府県名 神奈川県 

 

(1) 事業主体名 茅ヶ崎市 

(2) 事業名称  浄化槽設置整備事業 

(3) 事業の実施目的及び内容 
公共用水域の保全を図るため、下水道認可区域外における生活雑排

水の適正処理が必要なことから、合併処理浄化槽の整備を推進する。 

(4）事業期間 平成 24 年度～平成 28 年度 

(5) 事業対象地域の要件 
公共下水道の事業認可対象区域を除く茅ヶ崎市行政区域を事業対象と

する。 

(6)事業計画額 

総事業費  68,730   千円 

うち  （以下の事業を実施する場合） 

・低炭素社会対応型浄化槽整備推進事業に係る事業費    千円 

・浄化槽整備区域促進特別モデル事業に係る事業費         千円 

 

○  事業計画額の内訳及び浄化槽の整備規模 

 【浄化槽設置整備事業の場合】 

 

人槽区分 

交付対象基数 

（  867 人分） 
うち 

単独撤去 

基準額 

（千円） 

対象経費 

支出予定額 

（千円） 

交付対象 

事業費 

（千円） 

    ５人槽  140 基（  426  人分） 25基 27,390 27,390 27,390 

 ６～ ７人槽  125 基（  380  人分） 35基 33,120 33,120 33,120 

 ８～１０人槽    20 基（   61    人分） 10基 8,220 8,220 8,220 

１１～２０人槽     基（     人分） 基    

２１～３０人槽     基（     人分） 基    

３１～５０人槽     基（     人分） 基    

 ５１人槽以上    基（     人分） 基    

改 築     基     

 計画策定調査費 
 

 
    

合 計  285 基（  867  人分） 70基 68,730 68,730 68,730 
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【参考資料様式６】 

長 寿 命 化 計 画 策 定 支 援 概 要 

 

都道府県名 神奈川県 

 

(1) 事業主体名 茅ヶ崎市 

(2) 事業目的 環境事業センター基幹的設備改良事業のため 

(3) 事業名称 茅ヶ崎市環境事業センター長寿命化計画策定事業 

(4) 事業期間 平成 24 年度 

(5) 事業概要 

長寿命化計画策定 

・施設保全計画 

・延命化計画 

 

 

(6) 事業計画額

   （千円） 

 

5,500千円 
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                                 【参考資料様式６】 

計 画 支 援 概 要 

 

都道府県名 神奈川県 

 

(1) 事業主体名 藤沢市 

(2) 事業目的 北部環境事業所２号炉増設事業のため 

(3) 事業名称 

基本計画作成 

事業方式検討業務 

 

アドバイザリー業務 

生活環境影響調査 

 

 

アドバイザリー業務 

生活環境影響調査 

 

(4) 事業期間 

平成 27 年度 平成 28 年度 

（事業全体：平成 28年度～ 

      平成 29年度） 

第３次計画期間 

（平成 29年度） 

(5) 事業概要 

焼却施設整備基本計画の作

成及び事業方式を選定する

。 

 

 

・実施方針の作成、特定事業

の選定、要求水準書を作成す

る。 

・焼却施設の稼働が周辺環境

へ及ぼす影響について事前に

予測評価を行う。 

 

 

・事業者公募、審査及び選

定を行う。 

・焼却施設の稼働が周辺環

境へ及ぼす影響について事

前に予測評価を行う。 

 

 

 

 

(6) 事業計画額 

   （千円） 

 

20,952千円 

 

 

41,738千円 

（事業全体: 75,916千円） 

 

第３次計画期間 

(34,178千円) 
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【参考資料様式６】 

計 画 支 援 概 要 

 

都道府県名 神奈川県 

 

(1) 事業主体名 茅ヶ崎市 

(2) 事業目的 環境事業センター焼却施設基幹的設備改良事業のため 

(3) 事業名称 基幹的設備改良工事基本設計 

(4) 事業期間 平成 26 年度～平成 26 年度 

(5) 事業概要 

・見積もり仕様書作成 

・技術審査 

・最終発注仕様書作成 

 

 

(6) 事業計画額

   （千円） 

 

 

4,083千円 
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                                 【参考資料様式６】 

計 画 支 援 概 要 

 

都道府県名 神奈川県 

 

(1) 事業主体名 藤沢市 

(2) 事業目的 石名坂環境事業所更新事業のため 

(3) 事業名称 

基本計画作成 

事業方式検討業務 

アドバイザリー業務 

生活環境影響調査 

 

 

アドバイザリー業務 

生活環境影響調査 

 

(4) 事業期間 
第３次計画期間 

（平成 32 年度） 

第３次計画期間 

（平成 33 年度） 

第４次計画期間 

（平成 34年度） 

(5) 事業概要 

焼却施設整備基本計画の作

成及び事業方式を選定する

。 

 

・実施方針の作成、特定事業

の選定、要求水準書を作成す

る。 

・焼却施設の稼働が周辺環境

へ及ぼす影響について事前に

予測評価を行う。 

 

 

・事業者公募、審査及び選

定を行う。 

・焼却施設の稼働が周辺環

境へ及ぼす影響について事

前に予測評価を行う。 

 

 

 

 

(6) 事業計画額 

   （千円） 

 

20,952千円 

 

 

51,743千円 

 

 

38,254千円 
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【参考資料様式６】 

計 画 支 援 概 要 

 

都道府県名 神奈川県 

 

(1) 事業主体名 茅ヶ崎市 

(2) 事業目的 茅ヶ崎市及び寒川町粗大ごみ処理施設整備のため 

(3) 事業名称 

粗大ごみ処理施設基本構

想 

旧炉解体事前調査等 粗大ごみ処理施設基本計

画、事業方式の可能性調

査及び事業者選定等 

(4) 事業期間 
平成 27年度 

～平成 28年度 
平成 27年度 

～平成 28年度 

（第３次計画期間） 

平成 29年度 

 ～平成 32度 

(5) 事業概要 

・粗大ごみ処理施設建設

のための基本構想策定 

・ダイオキシン類・アス

ベスト調査 

・見積もり仕様書作成 

・粗大ごみ処理施設建設

のための基本計画策定  

・最終発注仕様書の作成  

・測量、地質調査 

・生活環境影響調査 

・PFI等導入可能性調査 

・事業者選定 

 

 

(6) 事業計画額 

  （千円） 

 

3,672千円 

 

9,720千円 

 

 63,084千円 
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【参考資料様式６】 

計 画 支 援 概 要 

 

都道府県名 神奈川県 

 

(1) 事業主体名 藤沢市 

(2) 事業目的 北部環境事業所し尿処理施設基幹的設備改良事業のため 

(3) 事業名称 

・土壌調査業務 ・基幹的設備改良工事基

本設計 

・事業方式検討業務 

・基幹的設備改良工事生活

環境影響調査等 

 

(4) 事業期間 
第３次計画期間 

（平成 32年度） 

第３次計画期間 

（平成 33年度） 

第４次計画期間 

（平成 34 年度） 

(5) 事業概要 

・建設用地土壌調査 ・施設整備基本設計 

・事業方式の検討 

・生活環境影響調査等 

 

 

 

(6) 事業計画額

   （千円） 

 

第３次計画期間 

（3,791千円） 

 

第３次計画期間 

（23,616千円） 

 

第４次計画期間 

（36,856千円） 
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別添資料 

     

    別添図-1 湘南東地域内施設立地状況 

    別添図-2 藤沢市合併浄化槽整備計画図 

    別添図-3 茅ヶ崎市合併浄化槽整備計画図 

    別添資料-１ 人口の実績及び予測（様式 1 関連資料） 

    別添資料-２ ごみ量の実績と予測（様式 1 関連資料） 

    別添資料-３ 生活排水処理の実績と予測（様式 1 関連資料） 

    別添資料-４ 浄化槽整備実績及び計画（様式 1 関連資料） 

    別添資料-５ 平成 23 年度における湘南東地域のごみの分別区分 

          （地域計画 処理体制関連資料） 

    別添資料-６ 現有処理施設の概要（様式 1 関連資料） 

    別添資料-７ 基金制度の概要（地域計画 施策関連資料） 

別添資料-８ ごみ処理広域化の取組み 

別添資料-９ 湘南東地域施設整備スケジュール 
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別添図-1 湘南東地域内施設立地状況 
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別添図-2 藤沢市合併処理浄化槽整備計画図 
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             別添図-3 茅ヶ崎市合併処理浄化槽整備計画図 
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別添資料-１ 人口の実績及び予測（様式 1 関連資料） 

図表 人口の年度別推移 

0
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500,000
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700,000

800,000

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

（ 人 ）

（年度）

藤沢市 茅ヶ崎市 寒川町

実績 予測

 
 

藤沢市 茅ヶ崎市 寒川町 湘南東ブロック

平成13 382,837 222,459 46,414 651,710

14 387,746 224,469 46,628 658,843

15 390,968 226,106 46,809 663,883

16 392,810 227,659 47,166 667,635

17 396,014 228,420 47,457 671,891

18 398,481 228,879 47,456 674,816

19 402,096 230,565 47,587 680,248

20 405,243 232,237 47,641 685,121

21 407,287 234,114 47,773 689,174

22 409,734 235,140 47,671 692,545

23 411,042 236,032 48,286 695,360

24 412,350 236,924 48,293 697,567

25 413,658 237,816 48,300 699,774

26 414,966 238,708 48,307 701,981

27 416,278 239,600 48,315 704,193

28 416,372 239,866 48,194 704,432

29 416,466 240,132 48,073 704,671

30 416,560 240,398 47,951 704,909

31 416,654 240,664 47,830 705,148

32 416,748 240,934 47,709 705,391

33 415,799 240,633 47,588 704,020

34 414,850 240,332 47,467 702,649

推 計 根 拠

「人口推計報告書」
（資料：藤沢市 経
営企画課　平成20年
度調査）による。

「茅ヶ崎市の人口に
ついて」（平成19年
７月）による。

平成23から32までは
寒川町企画政策部推
計値（平成23年）に
よる。

　　　年度

予
　
測
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別添資料-２ ごみ量の実績と予測（様式 1 関連資料） 

 

(1)湘南東地域 

項目 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

人口 674,816 680,248 685,121 689,174 692,545 695,360 697,567 699,774 701,981 704,193 704,432 704,671

総排出量 t/年 248,348 237,614 226,175 221,978 221,872 224,188 223,786 223,780 223,345 223,516 222,556 221,023

家庭系 総排出量（計画収集量+集団回収） t/年 198,604 187,691 179,463 177,340 177,208 178,937 178,871 179,294 179,717 180,635 180,060 179,979

集団回収量 t/年 26,185 26,723 24,037 23,274 23,342 23,739 23,727 23,780 23,833 23,952 23,870 24,976

資源 t/年 48,401 49,453 47,559 46,558 46,609 48,269 50,836 52,292 53,631 55,128 55,950 58,084

計画収集量 t/年 172,419 160,968 155,426 154,066 153,865 155,198 155,144 155,514 155,884 156,683 156,191 155,003

資源除く排出量 t/年 150,203 138,238 131,904 130,782 130,598 130,668 128,035 127,002 126,086 125,507 124,110 121,895

総排出量（計画収集量+集団回収） ｋｇ/人 294 276 262 257 256 257 256 256 256 257 256 255

集団回収量 ｋｇ/人 39 39 35 34 34 34 34 34 34 34 34 35

計画収集量 ｋｇ/人 256 237 227 224 222 223 222 222 222 223 222 220

資源除く排出量 ｋｇ/人 223 203 193 190 189 188 184 181 180 178 176 173

事業系 総排出量 t/年 49,744 49,923 46,712 44,638 44,664 45,251 44,914 44,486 43,628 42,881 42,496 41,044

資源除く排出量 t/年 49,191 49,733 46,438 44,295 44,224 44,803 44,469 44,044 43,192 42,450 42,069 40,627

総排出量 ｋｇ/人 74 73 68 65 64 65.1 64.4 63.6 62.1 60.9 60.3 58.2

資源除く排出量 ｋｇ/人 73 73 68 64 64 64.4 63.7 62.9 61.5 60.3 59.7 57.7

1事業所当たりの排出量 t/年 2.3 2.4 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.1 2.1 2.0

家庭系＋事業系 総排出量 ｇ／人日 1,008 954 904 882 878 881 879 876 872 867 866 859

家庭系 資源除く排出量 ｇ／人日 610 555 527 520 517 513 503 497 492 487 483 474

事業系 資源除く排出量 ｇ／人日 200 200 186 176 175 176 175 172 169 165 164 158

総排出量(①+⑩) 248,348 237,614 226,175 221,978 221,872 224,188 223,786 223,780 223,345 223,516 222,556 221,023

① 計画処理量=②+③+④+⑤=排出量 t/年 222,163 210,891 202,138 198,704 198,530 200,449 200,058 200,000 199,512 199,564 198,687 196,047

② 直接資源化量 t/年 13,135 13,457 11,986 11,746 11,839 12,229 12,673 13,155 13,640 14,165 14,576 15,036

③ 中間処理量 t/年 208,839 197,186 189,963 186,832 186,533 188,073 187,241 186,702 185,730 185,257 183,969 180,870

④ その他処理量(直接資源化に含まれる) t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑤ 直接最終処分量 t/年 189 248 189 126 158 147 144 143 142 143 142 141

直接埋立て t/年 189 248 189 126 158 147 144 143 142 143 142 141

搬出-埋立て t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑥ 処理後再生利用 t/年 29,882 28,422 28,206 27,756 27,489 28,115 30,117 30,150 30,822 31,581 31,950 30,797

溶融-資源化 t/年 11,941 12,050 12,801 12,412 12,547 13,325 13,276 12,438 12,369 12,330 12,275 10,662

圧縮後等資源化（圧縮選別等） t/年 15,784 15,092 14,212 14,201 14,105 14,745 16,796 17,644 18,385 19,184 19,608 20,099

焼却残渣からの金属回収他資源化 t/年 2,158 1,280 1,193 1,142 838 46 45 68 67 67 67 35

⑦ 処理残渣量=⑥+⑨ t/年 42,207 40,605 39,494 39,041 38,657 39,119 40,729 40,542 41,025 41,624 41,783 40,444

⑧ 減量化量=③-⑦ t/年 166,631 156,581 150,469 147,790 147,876 148,954 146,512 146,160 144,705 143,633 142,186 140,427

⑨ 処理後最終処分量 t/年 12,325 12,182 11,289 11,286 11,168 11,004 10,612 10,393 10,203 10,043 9,832 9,646

処理困難物 t/年 825 818 813 793 807 791 764 740 717 695 669 644

焼却残渣-埋立て t/年 7,895 8,036 7,809 7,995 7,201 7,117 6,825 6,675 6,553 6,451 6,321 6,206

焼却残渣からの不燃埋立て t/年 326 98 41 32 82 0 0 0 0 0 0 0

焼却残渣-搬出－埋立て t/年 3,280 3,230 2,626 2,466 3,077 3,097 3,023 2,978 2,933 2,897 2,843 2,797

総資源化量 t/年 66,677 66,415 64,228 62,776 62,670 64,085 66,519 67,086 68,296 69,698 70,397 70,809

⑩ 集団回収量 t/年 26,185 26,723 24,037 23,274 23,342 23,739 23,727 23,780 23,833 23,952 23,870 24,976

最終処分量 t/年 12,514 12,430 11,478 11,411 11,326 11,151 10,756 10,535 10,346 10,186 9,974 9,787

直接資源化率 ％ 5.9% 6.4% 5.9% 5.9% 6.0% 6.1% 6.3% 6.6% 6.8% 7.1% 7.3% 7.7%

総資源化率 ％ 26.8% 28.0% 28.4% 28.3% 28.2% 28.6% 29.7% 30.0% 30.6% 31.2% 31.6% 32.0%

減量化率 ％ 95.0% 94.8% 94.9% 94.9% 94.9% 95.0% 95.2% 95.3% 95.4% 95.4% 95.5% 95.6%

最終処分率 ％ 5.0% 5.2% 5.1% 5.1% 5.1% 5.0% 4.8% 4.7% 4.6% 4.6% 4.5% 4.4%

箇所 21,114 20,908 20,702 20,496 20,290 20,084 20,084 20,084 20,084 20,084 20,084 20,084事業所数  

注)減量化率＝１－（最終処分率） 
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(2)藤沢市 

項目 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

人口 398,481 402,096 405,243 407,287 409,734 411,042 412,350 413,658 414,966 416,278 416,372 416,466

総排出量 t/年 150,641 140,530 133,349 130,646 131,405 132,827 132,551 132,490 132,132 132,133 131,705 130,454

家庭系 総排出量（計画収集量+集団回収） t/年 117,091 106,952 101,371 100,515 100,802 101,985 101,940 102,174 102,408 102,924 102,577 102,510

集団回収量 t/年 23,659 24,535 24,037 23,274 23,342 23,739 23,727 23,780 23,833 23,952 23,870 24,976

資源 t/年 31,408 32,519 32,133 31,400 31,360 32,061 32,416 32,781 33,024 33,359 33,414 34,684

計画収集量 t/年 93,432 82,417 77,334 77,241 77,460 78,246 78,213 78,394 78,575 78,973 78,707 77,534

資源除く排出量 t/年 85,683 74,433 69,238 69,115 69,442 69,923 69,524 69,394 69,385 69,566 69,162 67,826

総排出量（計画収集量+集団回収） ｋｇ/人 294 266 250 247 246 248 247 247 247 247 246 246

集団回収量 ｋｇ/人 59 61 59 57 57 58 58 57 57 58 57 60

計画収集量 ｋｇ/人 234 205 191 190 189 190 190 190 189 190 189 186

資源除く排出量 ｋｇ/人 215 185 171 170 169 170 169 168 167 167 166 163

事業系 総排出量 t/年 33,550 33,578 31,978 30,131 30,602 30,842 30,611 30,316 29,724 29,209 29,128 27,944

資源除く排出量 t/年 33,162 33,529 31,880 30,009 30,408 30,646 30,417 30,124 29,536 29,024 28,944 27,768

総排出量 ｋｇ/人 84 84 79 74 75 75.0 74.2 73.3 71.6 70.2 70.0 67.1

資源除く排出量 ｋｇ/人 83 83 79 74 74 74.6 73.8 72.8 71.2 69.7 69.5 66.7

1事業所当たりの排出量 t/年 2.6 2.6 2.5 2.4 2.5 2.5 2.5 2.5 2.4 2.4 2.4 2.3

家庭系＋事業系 総排出量 ｇ／人日 1,036 955 902 879 879 883 881 878 872 867 867 858

家庭系 資源除く排出量 ｇ／人日 589 506 468 465 464 465 462 460 458 457 455 446

事業系 資源除く排出量 ｇ／人日 228 228 216 202 203 204 202 200 195 190 190 183

総排出量(①+⑩) 150,641 140,530 133,349 130,646 131,405 132,827 132,551 132,490 132,132 132,133 131,705 130,454

① 計画処理量=②+③+④+⑤=排出量 t/年 126,982 115,995 109,312 107,372 108,062 109,088 108,824 108,710 108,299 108,181 107,835 105,478

② 直接資源化量 t/年 1,131 1,320 1,274 1,269 1,274 1,331 1,372 1,417 1,461 1,511 1,547 1,588

③ 中間処理量 t/年 125,662 114,427 107,849 105,977 106,630 107,610 107,307 107,151 106,695 106,528 106,147 103,749

④ その他処理量(直接資源化に含まれる) t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑤ 直接最終処分量 t/年 189 248 189 126 158 147 144 143 142 143 142 141

直接埋立て t/年 189 248 189 126 158 147 144 143 142 143 142 141

搬出-埋立て t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑥ 処理後再生利用 t/年 23,354 21,779 21,634 21,253 21,053 21,104 21,324 20,706 20,776 20,903 20,938 19,402

溶融-資源化 t/年 11,244 11,254 11,844 11,454 11,647 12,350 12,276 11,388 11,319 11,280 11,225 9,612

圧縮後等資源化（圧縮選別等） t/年 9,953 9,245 8,597 8,656 8,568 8,708 9,003 9,250 9,390 9,555 9,646 9,755

焼却残渣からの金属回収他資源化 t/年 2,158 1,280 1,193 1,142 838 46 45 68 67 67 67 35

⑦ 処理残渣量=⑥+⑨ t/年 23,785 22,026 21,781 21,399 21,240 21,202 21,420 20,801 20,871 20,998 21,033 19,496

⑧ 減量化量=③-⑦ t/年 101,876 92,401 86,068 84,577 85,390 86,408 85,887 86,349 85,824 85,530 85,114 84,253

⑨ 処理後最終処分量 t/年 431 246 148 147 188 98 96 95 95 95 95 94

処理困難物 t/年 106 148 107 115 105 98 96 95 95 95 95 94

焼却残渣-埋立て t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

焼却残渣からの不燃埋立て t/年 326 98 41 32 82 0 0 0 0 0 0 0

焼却残渣-搬出－埋立て t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

総資源化量 t/年 48,145 47,635 46,944 45,796 45,669 46,173 46,423 45,903 46,070 46,365 46,355 45,966

⑩ 集団回収量 t/年 23,659 24,535 24,037 23,274 23,342 23,739 23,727 23,780 23,833 23,952 23,870 24,976

最終処分量 t/年 620 494 337 272 345 245 241 238 238 238 236 235

直接資源化率 ％ 0.9% 1.1% 1.2% 1.2% 1.2% 1.2% 1.3% 1.3% 1.3% 1.4% 1.4% 1.5%

総資源化率 ％ 32.0% 33.9% 35.2% 35.1% 34.8% 34.8% 35.0% 34.6% 34.9% 35.1% 35.2% 35.2%

減量化率 ％ 99.6% 99.6% 99.7% 99.8% 99.7% 99.8% 99.8% 99.8% 99.8% 99.8% 99.8% 99.8%

最終処分率 ％ 0.4% 0.4% 0.3% 0.2% 0.3% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2%

箇所 12,894 12,756 12,618 12,480 12,342 12,203 12,203 12,203 12,203 12,203 12,203 12,203

�

事業所数  

注)減量化率＝１－（最終処分率） 
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(3)茅ヶ崎市 

項目 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

人口 228,879 230,565 232,237 234,114 235,140 236,032 236,924 237,816 238,708 239,600 239,866 240,132

総排出量 t/年 81,738 81,408 77,261 76,185 75,670 76,212 76,149 76,242 76,231 76,427 76,034 75,850

家庭系 総排出量（計画収集量+集団回収） t/年 69,641 68,382 65,947 64,905 64,656 65,030 65,049 65,245 65,441 65,817 65,662 65,686

集団回収量 t/年 2,526 2,188 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資源 t/年 13,697 13,792 12,391 12,006 12,144 12,956 15,078 16,069 17,066 18,118 18,805 19,580

計画収集量 t/年 67,115 66,194 65,947 64,905 64,656 65,030 65,049 65,245 65,441 65,817 65,662 65,686

資源除く排出量 t/年 55,944 54,590 53,556 52,899 52,512 52,074 49,971 49,176 48,375 47,699 46,857 46,106

総排出量（計画収集量+集団回収） ｋｇ/人 304 297 284 277 275 276 275 274 274 275 274 274

集団回収量 ｋｇ/人 11 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計画収集量 ｋｇ/人 293 287 284 277 275 276 275 274 274 275 274 274

資源除く排出量 ｋｇ/人 244 237 231 226 223 221 211 207 203 199 195 192

事業系 総排出量 t/年 12,097 13,026 11,314 11,280 11,014 11,182 11,100 10,997 10,790 10,610 10,373 10,164

資源除く排出量 t/年 11,933 12,886 11,139 11,059 10,766 10,930 10,849 10,747 10,542 10,364 10,130 9,924

総排出量 ｋｇ/人 53 56 49 48 47 47.4 46.9 46.2 45.2 44.3 43.2 42.3

資源除く排出量 ｋｇ/人 52 56 48 47 46 46.3 45.8 45.2 44.2 43.3 42.2 41.3

1事業所当たりの排出量 t/年 1.9 2.1 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.7 1.7 1.7

家庭系＋事業系 総排出量 ｇ／人日 978 965 911 892 882 882 881 878 875 872 868 865

家庭系 資源除く排出量 ｇ／人日 670 647 632 619 612 603 578 567 555 544 535 526

事業系 資源除く排出量 ｇ／人日 143 153 131 129 125 127 125 124 121 118 116 113

総排出量(①+⑩) 81,738 81,408 77,261 76,185 75,670 76,212 76,149 76,242 76,231 76,427 76,034 75,850

① 計画処理量=②+③+④+⑤=排出量 t/年 79,212 79,220 77,261 76,185 75,670 76,212 76,149 76,242 76,231 76,427 76,034 75,850

② 直接資源化量 t/年 9,903 10,141 8,835 8,433 8,550 8,807 9,169 9,560 9,952 10,374 10,715 11,093

③ 中間処理量 t/年 69,309 69,079 68,426 67,752 67,120 67,405 66,980 66,682 66,279 66,053 65,320 64,757

④ その他処理量(直接資源化に含まれる) t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑤ 直接最終処分量 t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

直接埋立て t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

搬出-埋立て t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑥ 処理後再生利用 t/年 5,077 5,260 5,187 5,187 5,156 5,661 7,400 8,004 8,560 9,142 9,438 9,779

溶融-資源化 t/年 697 796 957 958 900 975 1,000 1,050 1,050 1,050 1,050 1,050

圧縮後等資源化（圧縮選別等） t/年 4,380 4,464 4,230 4,229 4,256 4,686 6,400 6,954 7,510 8,092 8,388 8,729

焼却残渣からの金属回収他資源化 t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑦ 処理残渣量=⑥+⑨ t/年 14,352 14,751 14,028 14,614 13,681 14,087 15,480 15,906 16,318 16,779 16,921 17,126

⑧ 減量化量=③-⑦ t/年 54,957 54,328 54,398 53,138 53,439 53,318 51,500 50,776 49,961 49,274 48,399 47,631

⑨ 処理後最終処分量 t/年 9,275 9,491 8,841 9,427 8,525 8,425 8,080 7,902 7,758 7,637 7,483 7,347

処理困難物 t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

焼却残渣-埋立て t/年 7,895 8,036 7,809 7,995 7,201 7,117 6,825 6,675 6,553 6,451 6,321 6,206

焼却残渣からの不燃埋立て t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

焼却残渣-搬出－埋立て t/年 1,380 1,455 1,032 1,432 1,324 1,308 1,255 1,227 1,205 1,186 1,162 1,141

総資源化量 t/年 14,980 15,401 14,022 13,620 13,706 14,471 16,571 17,565 18,513 19,517 20,154 20,873

⑩ 集団回収量 t/年 2,526 2,188 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

最終処分量 t/年 9,275 9,491 8,841 9,427 8,525 8,425 8,080 7,902 7,758 7,637 7,483 7,347

直接資源化率 ％ 12.5% 12.8% 11.4% 11.1% 11.3% 11.6% 12.0% 12.5% 13.1% 13.6% 14.1% 14.6%

総資源化率 ％ 18.3% 18.9% 18.1% 17.9% 18.1% 19.0% 21.8% 23.0% 24.3% 25.5% 26.5% 27.5%

減量化率 ％ 88.7% 88.3% 88.6% 87.6% 88.7% 88.9% 89.4% 89.6% 89.8% 90.0% 90.2% 90.3%

最終処分率 ％ 11.3% 11.7% 11.4% 12.4% 11.3% 11.1% 10.6% 10.4% 10.2% 10.0% 9.8% 9.7%

箇所 6,287 6,231 6,175 6,119 6,063 6,006 6,006 6,006 6,006 6,006 6,006 6,006事業所数  

注)減量化率＝１－（最終処分率） 
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(4)寒川町 

項目 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

人口 47,456 47,587 47,641 47,773 47,671 48,286 48,293 48,300 48,307 48,315 48,194 48,073

総排出量 t/年 15,969 15,676 15,565 15,147 14,798 15,150 15,086 15,049 14,982 14,956 14,817 14,719

家庭系 総排出量（計画収集量+集団回収） t/年 11,872 12,357 12,145 11,920 11,749 11,922 11,882 11,875 11,868 11,893 11,822 11,783

集団回収量 t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資源 t/年 3,296 3,142 3,035 3,152 3,105 3,251 3,342 3,442 3,542 3,652 3,731 3,820

計画収集量 t/年 11,872 12,357 12,145 11,920 11,749 11,922 11,882 11,875 11,868 11,893 11,822 11,783

資源除く排出量 t/年 8,576 9,215 9,110 8,768 8,644 8,671 8,540 8,433 8,326 8,242 8,091 7,963

総排出量（計画収集量+集団回収） ｋｇ/人 250 260 255 250 246 247 246 246 246 246 245 245

集団回収量 ｋｇ/人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計画収集量 ｋｇ/人 250 260 255 250 246 247 246 246 246 246 245 245

資源除く排出量 ｋｇ/人 181 194 191 184 181 180 177 175 172 171 168 166

事業系 総排出量 t/年 4,097 3,319 3,420 3,227 3,049 3,227 3,204 3,174 3,114 3,062 2,995 2,936

資源除く排出量 t/年 4,097 3,318 3,419 3,228 3,050 3,227 3,204 3,174 3,114 3,062 2,995 2,936

総排出量 ｋｇ/人 86 70 72 68 64 66.8 66.3 65.7 64.5 63.4 62.1 61.1

資源除く排出量 ｋｇ/人 86 70 72 68 64 66.8 66.3 65.7 64.5 63.4 62.1 61.1

1事業所当たりの排出量 t/年 2.1 1.7 1.8 1.7 1.6 1.7 1.7 1.7 1.7 1.6 1.6 1.6

家庭系＋事業系 総排出量 ｇ／人日 922 900 895 869 850 857 856 854 850 846 842 839

家庭系 資源除く排出量 ｇ／人日 495 529 524 503 497 491 484 478 472 466 460 454

事業系 資源除く排出量 ｇ／人日 237 191 197 185 175 183 182 180 177 173 170 167

総排出量(①+⑩) 15,969 15,676 15,565 15,147 14,798 15,150 15,086 15,049 14,982 14,956 14,817 14,719

① 計画処理量=②+③+④+⑤=排出量 t/年 15,969 15,676 15,565 15,147 14,798 15,150 15,086 15,049 14,982 14,956 14,817 14,719

② 直接資源化量 t/年 2,101 1,996 1,877 2,044 2,015 2,090 2,132 2,179 2,226 2,280 2,314 2,355

③ 中間処理量 t/年 13,868 13,680 13,688 13,103 12,783 13,059 12,954 12,870 12,755 12,676 12,503 12,364

④ その他処理量(直接資源化に含まれる) t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑤ 直接最終処分量 t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

直接埋立て t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

搬出-埋立て t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑥ 処理後再生利用 t/年 1,451 1,383 1,385 1,316 1,281 1,350 1,393 1,439 1,486 1,536 1,574 1,616

溶融-資源化 t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

圧縮後等資源化（圧縮選別等） t/年 1,451 1,383 1,385 1,316 1,281 1,350 1,393 1,439 1,486 1,536 1,574 1,616

焼却残渣からの金属回収他資源化 t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑦ 処理残渣量=⑥+⑨ t/年 4,070 3,828 3,685 3,028 3,736 3,831 3,829 3,835 3,836 3,847 3,829 3,821

⑧ 減量化量=③-⑦ t/年 9,798 9,852 10,003 10,075 9,047 9,228 9,125 9,035 8,920 8,829 8,674 8,543

⑨ 処理後最終処分量 t/年 2,619 2,445 2,300 1,712 2,455 2,481 2,436 2,396 2,350 2,311 2,255 2,205

処理困難物 t/年 719 670 706 678 702 693 668 645 622 600 574 550

焼却残渣-埋立て t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

焼却残渣からの不燃埋立て t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

焼却残渣-搬出－埋立て t/年 1,900 1,775 1,594 1,034 1,753 1,788 1,768 1,751 1,729 1,711 1,681 1,656

総資源化量 t/年 3,552 3,379 3,262 3,360 3,296 3,441 3,525 3,618 3,712 3,816 3,888 3,970

⑩ 集団回収量 t/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

最終処分量 t/年 2,619 2,445 2,300 1,712 2,455 2,481 2,436 2,396 2,350 2,311 2,255 2,205

直接資源化率 ％ 13.2% 12.7% 12.1% 13.5% 13.6% 13.8% 14.1% 14.5% 14.9% 15.2% 15.6% 16.0%

総資源化率 ％ 22.2% 21.6% 21.0% 22.2% 22.3% 22.7% 23.4% 24.0% 24.8% 25.5% 26.2% 27.0%

減量化率 ％ 83.6% 84.4% 85.2% 88.7% 83.4% 83.6% 83.9% 84.1% 84.3% 84.5% 84.8% 85.0%

最終処分率 ％ 16.4% 15.6% 14.8% 11.3% 16.6% 16.4% 16.1% 15.9% 15.7% 15.5% 15.2% 15.0%

箇所 1,933 1,921 1,909 1,897 1,885 1,875 1,875 1,875 1,875 1,875 1,875 1,875

�

事業所数  

注)減量化率＝１－（最終処分率） 
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(5)ごみ排出量関連図 
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図１ ごみ量の予測（総排出量） 
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図２ 資源を除くごみ量の予測 
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(6)排出原単位関連図 
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図３ 原単位の予測（総排出量） 
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図４ 原単位の予測（資源を除くごみ量） 
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(7)資源化率関連図 
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図５ 資源化率の予測 

 

(8)最終処分量関連図 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

（ｔ）

（年度）

藤沢市 茅ヶ崎市 寒川町

 

図６ 最終処分量の予測 
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別添資料-３ 生活排水処理の実績と予測（様式 1 関連資料） 

 

(1)湘南東地域 

予測

平成18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

人 674,816 680,130 684,960 688,984 692,303 695,360 697,567 699,774 701,981 704,193 704,432 704,671

人 615,923 623,719 632,716 638,473 645,800 651,483 656,546 661,612 666,688 671,772 674,238 676,717

(1)公共下水道 人 605,742 614,100 622,041 627,945 635,404 639,697 644,237 648,788 653,354 657,933 660,655 663,392

(2)集落排水施設等 人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(3)合併処理浄化槽 人 10,181 9,619 10,675 10,528 10,396 11,786 12,309 12,824 13,334 13,839 13,583 13,325

(4)コミュニティプラント 人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人 52,215 50,529 46,722 45,522 42,070 39,737 37,172 34,591 31,992 29,381 27,406 25,414

4.非水洗化人口　 人 6,678 5,882 5,522 4,989 4,433 4,140 3,849 3,571 3,302 3,041 2,787 2,540

5.自家処理人口 人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

％ 91.3% 91.7% 92.4% 92.7% 93.3% 93.7% 94.1% 94.5% 95.0% 95.4% 95.7% 96.0%

％ 89.8% 90.3% 90.8% 91.1% 91.8% 92.0% 92.4% 92.7% 93.1% 93.4% 93.8% 94.1%

％ 1.5% 1.4% 1.6% 1.5% 1.5% 1.7% 1.8% 1.8% 1.9% 2.0% 1.9% 1.9%

人 58,893 56,411 52,244 50,511 46,503 43,877 41,021 38,162 35,293 32,421 30,194 27,954

％ 8.7% 8.3% 7.6% 7.3% 6.7% 6.3% 5.9% 5.5% 5.0% 4.6% 4.3% 4.0%

実　　績

1.計画処理区域内人口

2.水洗化・生活雑排水処理人口

3.水洗化・生活雑排水未処理
人口（単独浄化槽人口）

項　目＼年　度 単位

計画処理区域外人口

生活排水の適正処理率

公共下水道人口の割合

合併処理浄化槽人口の割合

汚水未処理人口割合

汚水未処理人口

 

(2)藤沢市 
予測

平成18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

人 398,481 402,096 405,243 407,287 409,734 411,042 412,350 413,658 414,966 416,278 416,372 416,466

人 362,909 367,616 371,849 375,794 381,201 384,016 387,060 390,108 393,165 396,230 397,432 398,646

(1)公共下水道 人 360,406 364,950 369,019 372,861 378,165 380,871 383,824 386,788 389,767 392,759 393,894 395,044

(2)集落排水施設等 人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(3)合併処理浄化槽 人 2,503 2,666 2,830 2,933 3,036 3,145 3,236 3,320 3,398 3,471 3,538 3,602

(4)コミュニティプラント 人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人 32,472 31,797 30,773 29,085 26,331 24,969 23,376 21,766 20,138 18,498 17,495 16,474

4.非水洗化人口　 人 3,100 2,683 2,621 2,408 2,202 2,057 1,914 1,784 1,663 1,550 1,445 1,346

5.自家処理人口 人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

％ 91.1% 91.4% 91.8% 92.3% 93.0% 93.4% 93.9% 94.3% 94.7% 95.2% 95.5% 95.7%

％ 90.4% 90.8% 91.1% 91.5% 92.3% 92.7% 93.1% 93.5% 93.9% 94.4% 94.6% 94.9%

％ 0.6% 0.7% 0.7% 0.7% 0.7% 0.8% 0.8% 0.8% 0.8% 0.8% 0.8% 0.9%

人 35,572 34,480 33,394 31,493 28,533 27,026 25,290 23,550 21,801 20,048 18,940 17,820

％ 8.9% 8.6% 8.2% 7.7% 7.0% 6.6% 6.1% 5.7% 5.3% 4.8% 4.5% 4.3%

項　目＼年　度

2.水洗化・生活雑排水処理人口

生活排水の適正処理率

汚水未処理人口

汚水未処理人口割合

合併処理浄化槽人口の割合

3.水洗化・生活雑排水未処理
人口（単独浄化槽人口）

公共下水道人口の割合

単位
実　　績

1.計画処理区域内人口

計画処理区域外人口

 

(3)茅ヶ崎市 

予測

平成18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

人 228,879 230,565 232,237 234,114 235,140 236,032 236,924 237,816 238,708 239,600 239,866 240,132

人 211,001 213,603 217,346 219,183 220,834 222,479 224,124 225,769 227,414 229,059 230,078 231,097

(1)公共下水道 人 205,914 209,088 212,626 214,333 216,287 217,207 218,127 219,047 219,967 220,887 221,807 222,727

(2)集落排水施設等 人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(3)合併処理浄化槽 人 5,087 4,515 4,720 4,850 4,547 5,272 5,997 6,722 7,447 8,172 8,271 8,370

(4)コミュニティプラント 人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人 15,471 14,863 12,949 13,279 12,726 12,056 11,386 10,716 10,046 9,376 8,706 8,036

4.非水洗化人口　 人 2,407 2,099 1,942 1,652 1,580 1,497 1,414 1,331 1,248 1,165 1,082 999

5.自家処理人口 人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

％ 92.2% 92.6% 93.6% 93.6% 93.9% 94.3% 94.6% 94.9% 95.3% 95.6% 95.9% 96.2%

％ 90.0% 90.7% 91.6% 91.6% 92.0% 92.0% 92.1% 92.1% 92.1% 92.2% 92.5% 92.8%

％ 2.2% 2.0% 2.0% 2.1% 1.9% 2.2% 2.5% 2.8% 3.1% 3.4% 3.4% 3.5%

人 17,878 16,962 14,891 14,931 14,306 13,553 12,800 12,047 11,294 10,541 9,788 9,035

％ 7.8% 7.4% 6.4% 6.4% 6.1% 5.7% 5.4% 5.1% 4.7% 4.4% 4.1% 3.8%

項　目＼年　度

計画処理区域外人口

汚水未処理人口割合

2.水洗化・生活雑排水処理人口

3.水洗化・生活雑排水未処理
人口（単独浄化槽人口）

生活排水の適正処理率

合併処理浄化槽人口の割合

汚水未処理人口

公共下水道人口の割合

単位
実　　績

1.計画処理区域内人口

 

(4)寒川町 
予測

平成18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

人 47,456 47,469 47,480 47,583 47,429 48,286 48,293 48,300 48,307 48,315 48,194 48,073

人 42,013 42,500 43,521 43,496 43,765 44,988 45,362 45,735 46,109 46,483 46,728 46,974

(1)公共下水道 人 39,422 40,062 40,396 40,751 40,952 41,619 42,286 42,953 43,620 44,287 44,954 45,621

(2)集落排水施設等 人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(3)合併処理浄化槽 人 2,591 2,438 3,125 2,745 2,813 3,369 3,076 2,782 2,489 2,196 1,774 1,353

(4)コミュニティプラント 人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人 4,272 3,869 3,000 3,158 3,013 2,712 2,410 2,109 1,808 1,507 1,205 904

4.非水洗化人口　 人 1,171 1,100 959 929 651 586 521 456 391 326 260 195

5.自家処理人口 人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

％ 88.5% 89.5% 91.7% 91.4% 92.3% 93.2% 93.9% 94.7% 95.4% 96.2% 97.0% 97.7%

％ 83.1% 84.4% 85.1% 85.6% 86.3% 86.2% 87.6% 88.9% 90.3% 91.7% 93.3% 94.9%

％ 5.5% 5.1% 6.6% 5.8% 5.9% 7.0% 6.4% 5.8% 5.2% 4.5% 3.7% 2.8%

人 5,443 4,969 3,959 4,087 3,664 3,298 2,931 2,565 2,198 1,832 1,466 1,099

％ 11.5% 10.5% 8.3% 8.6% 7.7% 6.8% 6.1% 5.3% 4.6% 3.8% 3.0% 2.3%

実　　績

2.水洗化・生活雑排水処理人口

単位

汚水未処理人口割合

項　目＼年　度

1.計画処理区域内人口

生活排水の適正処理率

公共下水道人口の割合

合併処理浄化槽人口の割合

汚水未処理人口

計画処理区域外人口

3.水洗化・生活雑排水未処理
人口（単独浄化槽人口）
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(5)生活排水関連図 
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図７ 生活排水処理人口の予測 
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図８ 汚泥及びし尿量の予測 
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図９ 生活排水処理率の予測 
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別添資料-４ 浄化槽整備計画（様式 1 関連資料） 

湘南東地域 平成22年度までの累計　1,205基

人槽 24 25 26 27 28 ５年間 人数

5 基 61 61 61 61 61 305 822

6～7 基 35 35 35 35 35 175 555

8～10 基 9 9 9 9 9 45 186

11～20 基 0 0 0 0 0 0 0

21～30 基 0 0 0 0 0 0 0

31～50 基 0 0 0 0 0 0 0

合計 基 105 105 105 105 105 525 1,563

藤沢市 平成22年度までの累計　382基

人槽 24 25 26 27 28 ５年間 人数

5 基 33 33 33 33 33 165 396

6～7 基 10 10 10 10 10 50 175

8～10 基 5 5 5 5 5 25 125

11～20 基 0 0 0 0 0 0 0

21～30 基 0 0 0 0 0 0 0

31～50 基 0 0 0 0 0 0 0

合計 基 48 48 48 48 48 240 696

茅ヶ崎市 平成22年度までの累計　823基

人槽 24 25 26 27 28 ５年間 人数

5 基 28 28 28 28 28 140 426

6～7 基 25 25 25 25 25 125 380

8～10 基 4 4 4 4 4 20 61

11～20 基 0 0 0 0 0 0 0

21～30 基 0 0 0 0 0 0 0

31～50 基 0 0 0 0 0 0 0

合計 基 57 57 57 57 57 285 867  

基数 交付額 基数 交付額 基数 交付額 基数 交付額

5 基 145 32,480,000 20 6,640,000 165 39,120,000 33 7,824,000 224,000 332,000

6～7 基 40 11,160,000 10 4,140,000 50 15,300,000 10 3,060,000 279,000 414,000

8～10 基 25 9,225,000 0 0 25 9,225,000 5 1,845,000 369,000 548,000

11～20 基

21～30 基

31～50 基

合計 基 210 52865000 30 10,780,000 240 63,645,000 48 12,729,000

基数 交付額 基数 交付額 基数 交付額 基数 交付額

5 基 115 19,090,000 25 8,300,000 140 27,390,000 28 5,478,000 166,000 332,000

6～7 基 90 18,630,000 35 14,490,000 125 33,120,000 25 6,624,000 207,000 414,000

8～10 基 10 2,740,000 10 5,480,000 20 8,220,000 4 1,644,000 274,000 548,000

11～20 基

21～30 基

31～50 基

合計 基 215 40,460,000 70 28,270,000 285 68,730,000 57 13,746,000

新規 転換

転換補助費

新規補助費 転換補助費

項　目
藤沢市

茅ヶ崎市

新規（５年間） 転換（５年間） ５年間合計 年間

５年間合計 年間
項　目

新規補助費
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別添資料-５ 平成 23 年度における湘南東地域のごみの分別区分（地域計画 処理体制関連資料） 

可燃ごみ 燃やせるごみ 可燃ごみ

可燃性粗大ごみ

不燃ごみ 燃やせないごみ
不燃ごみ

大型ごみ 紙・ボロ類
紙類

大型ごみ

ボロ類

資源物

びん・かん・ペットボトル

特別大型ごみ

古紙・ダンボール・紙パック
資源ごみ

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

資源 衣類・布類 飲料・酒類・しょうゆ・みりんの容器
ｶﾝ・金属類 天ぷら油

金属類

ﾋﾞﾝ
ビン（※化粧品のびんは乳白色以外のもの）

新聞等
新聞紙、折込広告

本、雑誌
本、雑誌 ビン類

雑紙類

段ボール
段ﾎﾞｰﾙ

飲料用紙ﾊﾟｯｸ

飲料用紙

古布類
衣類、カーテン、シーツ、毛布、タオル等

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

廃食用油
食用油（植物性油）のみ

プラスチック製容器包装

アイロン、板ガラス、オイルヒーター、折りたたみ式椅子、懐中電灯、
鏡、カサ、加湿器、カミソリ、カメラ、ガラスコップ、ガラス製器、革製
ジャンパー、乾電池、くつ、蛍光灯、コーピーメーカー、ゴルフクラ

ブ、座いす、皿、サンダル、照明器具、水槽、炊飯器、扇風機、掃除
機、チャイルドシート、茶碗、釣り竿、電球、電子レンジ、電卓、時
計、ドライヤー、長靴、バインダー、バケツ、ハンガー、ビデオデッ

キ、ビンのふた（プラマークのないもの）、ファンヒーター、プラスチッ
ク製の衣装ケース、プラスチック製のおもちゃ、プランター、風呂ふ
た、文具（ボールペン、ホチキス等）、ヘアーブラシ、ヘッドホンステレ

オ、　ヘルスメーター、ベルト、ヘルメット、ペンキ缶、ホース（ゴム及
びビニール製）、ポータブルミシン、包丁、ボール（サッカー、野球
等）、ポット、ポリ容器、水まくら、物干しさお（８０cm以内の物）、ラジ

カセワープロ　など 、家電製品（８０cm×５０cm×５０cm以内・２０kg
までのもの）
　※エアコン、洗濯機、テレビ、パソコン、衣類乾燥機・冷蔵庫・冷凍

庫は町で収集しません。

収集・運搬時に危険性があるもの
ガステーブルレンジ、ガスファンヒーター、ガス炊飯器、カセットコン

ロ、消火器、石油ストーブ、石油ファンヒーター、タイヤチェーン（金
属製）、鉄アレイ、バーベル、プロパンガスボンベ（容量10㎏未満で
中身が空のもの）その他これらに類するもの

一辺の長さが50cmを超え2ｍ未満のもの（ただし大人2人で持ち運び
できる重さのものに限る。）※「特定大型ごみ」以外のもの 新聞紙・広告紙、雑誌・本・書籍、ダンボール、牛乳パック、ボール

紙・菓子箱・ティッシュペーパーの箱、手提げ紙袋など、ざつ紙（トイ

レットペーパーの芯・はがき・パンフレット・包装紙・名刺・メモ用紙等
紙だけでできているもの）

一般家庭から排出される1辺又は長さが50cm以上、2m未満のごみ。
●50cm未満でもに大型ごみになるもの
電子レンジ、食器洗い機、ミシン、ワープロ、風呂釜、タイヤ・ホイー

ル（※乗用車・バイク用のみ）、プロパンガスボンベ（※10㎏未満の使
用済みのもの）、スキャナー・プリンター（※パソコン用）、カラオケ機
器、石油ストーブ、ビデオ・ＤＶＤデッキ、掃除機（※カークリーナー

型（家庭用）は除く。）、扇風機（※羽の直径20㎝未満は不燃ご
み。）。ファックス、アンプ、ステレオ（※セット・単品に関わらず大型
ごみ。）、木材（※直径10㎝以上25㎝未満 大人一人で運搬出来る

量・重さのもの。）、ジュータン（※カーペット含む）、障子・ふすま（※
50㎝未満は可燃ごみ）、ふとん（※夏がけ・肌がけ・ベビー布団を含
む）、マットレス、衣装ケース（※50㎝未満は不燃ごみ）。網戸（※50

㎝未満は不燃ごみ）、物干し竿、トタン板、こたつとこたつ板、ゴルフ
クラブとバッグ、スキー板とストック、物干し台

タンス、サイドボード、食器棚、書棚、ソファー、机、浴槽、門扉・門柱
（※金属類・木製のみ）、流し台、オルガン（※電子オルガンは専門業
者へ）、畳、スプリング入りマット、ベッド、物置

布類全般、カーテン、着物、靴下、シーツ、ジーンズ、セーター、タオ
ル、手ぬぐい、布製ジャンパー、ネクタイ、毛布

プラスチック製容器包装

プラスチック製容器包装 、袋 （インスタントラーメン・お菓子・スナックな
どの袋、スーパーなどのレジ袋、野菜が入っているネットなど） 、ラップ

　（弁当や魚などがのっているトレイのラップなど） 、トレイ （食品用のト
レイなど） 、パック （コンビニ弁当の容器、卵パック、豆腐の容器、レトル
ト食品パックなど）、 カップ （カップ入り麺・スープ・味噌汁の容器、バ

ター・マーガリンの容器、プリンの容器など） 、ボトル （化粧品・シャン
プー・洗剤の容器、消臭・芳香剤の容器、食用油・ソースの容器など）、
チューブ （からし・ケチャップ・マヨネーズ・わさびのチューブ、化粧品・歯

磨粉のチューブ、チューブのりなど）、 ふた・ラベル （ビン・ペットボトルの
プラスチック製のフタ・ラベル） 、その他、家具・電化製品の緩衝材（エア
パッキン・発泡スチロールなど）、果物（メロンなど）の緩衝ネット、薬の包

装シート、発泡スチロール容器、フィルムケースなど

革製品・靴、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品、アルミホイル、金属類、電球・白熱球、ス

ピーカー、綿入り衣類、一斗カン・塗料カン（※中身を使い切ってくだ
さい。）、ホーロー製品（※金属製のなべ等は、資源へ出してくださ
い。）、ガラス・陶器類・包丁などの刃物(※紙・布等に包んでくださ

い。）、小型家電（※炊飯器・電気ポット・トースターは大きさにかかわ
らず不燃ごみになります。）、傘、ほうき・モップ、ポリバケツ、ぬいぐ
るみ、三輪車、歩行器、つっぱり棒、カーテンレール、マット類、ス

コップ、座布団・枕、風呂ぶた、タイヤチェーン、一輪車、すだれ・ご
ざ（樹脂製 ※1畳（182㎝×91㎝）より大きいものは大型ごみ）、空気
入れ、樹脂製プランター、その他（バット、吊り竿、ストック、ラケット、

ゲートボールスティック、ゴルフクラブ（6本まで）、竹刀）

※透明又は半透明の袋で出すもの

蛍光管（※蛍光管は、購入時のカバーに入れて出してください。）、
乾電池（※充電式・ボタン電池などは、販売店等に返して下さい。）、

水銀体温計（※水銀血圧計・水銀温度計も含みます。）
テープ類（※カセットテープ、ビデオテープ、8㎜テープ等）、ライター
（※水にぬらして出してください。）、ガスボンベ・スプレー缶（※原則

中身を使い切り、穴をあけて資源へ出してください。やむを得ず、穴
を開けられない場合は特定処理品として出してください。）

缶詰、飲料用、酒類、菓子類、スプレー缶、卓上ガスボンベ、その他

の食品の缶、ナベ、やかん、フライパン、フォーク、スプーン

ポスター、カレンダー、ノート、封筒、葉書、ダイレクトメール、菓子箱
等のボール紙、厚紙等

藤沢市 茅ヶ崎市 寒川町

生ごみ（台所ごみ）、資源に出せない紙類（※紙くず・ティッシュ、写

真・感熱紙、ロウ、油、金銀紙で表面処理されている紙類等）、木材
（長さ50㎝未満）、たばこ・灰、保冷剤、乾燥剤、下着類、すだれ・ご
ざ（自然素材 ※1畳（182㎝×91㎝）より大きい物は大型ごみ）、ペッ

ト用の砂・シート等（※排泄物は、トイレに流してから出して下さ
い。）、花火（※水によく浸して出してください）、使い捨てカイロ、枕
（そば殻・籾殻 ※中身が自然素材以外は、不燃ごみへ出してくださ

い。）

※透明又は半透明の袋で出すもの

紙おむつ、草・葉、枝（太さ1㎝未満のもの）

生ごみ（調理くず・残飯・貝殻など）、紙ごみ（紙くず・感熱紙・写真な

ど）、落ち葉・木くず、枝木・幹（直径10cm以下で長さ50cm以下）、プ
ラマークのあるプラスチック製容器包装類（トレイ、パック類、チュー
ブ類、発泡スチロールなど）

※モデル地区の除く
資源にならない衣類・布類（中わたの入った衣類・布類、玄関マット、

台所マットなど）、靴・履き物、ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオテープ

アルミ箔、カセットテープ、紙おむつ、紙くず、化粧用コットン、下着、

CD、スリッパ、生理用品、タバコの吸い殻、タッパ、使い捨てカイロ、
使い捨てライター、DVD、生ごみ（貝殻、果物くず、残飯、茶殻、料理
くず）、猫のトイレ用の砂、歯ブラシ、ビデオテープ、フロッピーディス

ク、保冷剤、レコードなど

雨ガッパ、アルバム、板切れ、落ち葉、カーペット、ござ、作業服（汚
れているもの）、雑草、座布団、スキーウエア、すだれ、ダウンジャ
ケット、電気毛布、電気カーペット、庭木の枝、木製まな板、木製品

を解体したもの、ぬいぐるみ、寝袋、バスマット、ビニール製ホース、
布団、枕

枝木・幹（直径10cmを超え20cm以下で長さ50cm以下）、金属類　指

定10品目（なべ、やかん、フライパン、スプーン、フォーク、テーブル
ナイフ、おろし金、餅（魚）焼網、ボウル、ざる）、衣装かん・衣装ケー
ス（1段のもの）、傘、かばん、ギター、ゴルフクラブ、ゴルフバック、

三輪車（子ども用）、竹刀、スキーストック、スコップ、たらい（プラス
チック類）、吊り竿、テニスラケット、バット、ビーチパラソル、プラン
ター（プラスチック製）、風呂のふた、ほうき、ポリタンク、パリバケツ

※モデル地区を除く
金属類 指定以外のもの（空のペンキ缶、空の一斗缶、傘など）、小

型家電製品（トースター、ドライヤー、電気炊飯器、電気ポット、小型
掃除機など）、陶磁器（茶碗、皿、鉢、花びんなど）、ガラスくず（化粧
品のびん、鏡、ガラスのコップ、ガラス類、電球、蛍光灯（長さ140㎝

を超えるものは大型ごみ）、グローランプ、耐熱ガラス製品など）、プ
ラマークのないプラスチック製品（おもちゃ、小箱、バケツ、鉢など）

皮革製品（かばん、ベルトなど）、乾電池（マンガン電池、アルカリ電
池など

特定大型ごみ

特定品目で一辺の長さが50cmを超え2ｍ未満のもの（ただし大人2
人で持ち運びできる重さのものに限る。）ソファー、ドレッサー、書
棚、食器棚（サイドボード）、ベッド（マットレスは除く）、テーブル、タン

ス、机

特定粗大ごみ

ポリ袋、トレイ・パック類、カップ類、チューブ類、ボトル類（※ペットボ
トルは出せません）、ふた・その他、緩衝材、発泡スチロール

食料・飲料用のｶﾞﾗｽびん、飲料用・酒類・菓子類・その他の食料用

のかん、ｽﾌﾟﾚｰかん（ヘアスプレー、卓上カセットボンベ、殺虫剤なそ
のスプレーかん）、飲料用・酒類・醤油・みりんのペットボトル（これら
の種類に限定）

新聞・チラシ・本・雑誌、ポスター、ノート、カタログ、包装紙、手提げ
袋、ダンボール、ボール紙、圧紙（菓子箱、ラップのしんなど）

ビン類（飲料・コーヒー・酒・ジュース・調味料・ビン詰めなど）

プラスチックリサイクルマークがあるもの
飲料用、しょうゆ、みりん、酢、ドレッシング等でノンオイルのもの

カン類（飲料カン・菓子カン・缶詰カン・スプレーカン・金属製の茶筒

など）、オーブントースター、トースター、ガステーブル、カセットコン
ロ、ホットプレート、釜、トング、なべ、フライパン、やかん、かさの骨、
自転車、カーテンレール、湯沸器、石油ストーブ（ファンヒーターは除

く）、波板トタン、その他アルミ・鉄・銅等の金属類でできているもの、

衣類、毛布、シーツ、カーテン、タオル、肌着等（中わたの入った衣
類・布類は燃やせるごみへ） 植物性油のみ（ラードﾞ等動物性油は混ぜないこと）
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別添資料-６ 現有処理施設の概要（様式 1 関連資料） 

(1)湘南東地域施設整備状況 

①湘南東地域施設構成図(ごみ関連 平成 23 年度現在)（箇所） 

項目 藤沢市 茅ヶ崎市 寒川町 湘南東ブロック 

収集車両基地 2 1 0 3 

ごみ焼却施設 2 1 0 3 

粗大ごみ処理施設 1 1 0 2 

リサイクルプラザ 0 0 0 0 

資源化施設 1 1 1 3 

最終処分場 1 1 0 2 

余熱利用施設      1 1 0 2 

計 8      6 1 15 

注）粗大ごみは、2 市 1 町においては大型ごみと称しています。 

 

②湘南東地域施設構成図(し尿関連 平成 23 年度現在)（箇所） 

項目 藤沢市 茅ヶ崎市 寒川町 湘南東ブロック 

し尿処理施設 1 0 1 2 

 
(2)ごみ焼却施設 
①藤沢市 
名 称 石名坂環境事業所 北部環境事業所 

所在地 藤沢市本藤沢 2 丁目 1 番 1 号 藤沢市石川 2168 番地 

用地総面積 19,409.85 ㎡ 14,913 ㎡ 

建設年月日 着工 昭和 56 年 9 月 
竣工 昭和 59 年 3 月 

1 号炉 
 

着工 昭和 45 年 8 月 
竣工 昭和 47 年 5 月 

ダイオキシン類及び老朽化対策工
事（改修） 

着工 平成 9 年 9 月 
竣工 平成 12 年 3 月 

2 号炉 
 

着工 昭和 48 年 9 月 
竣工 昭和 49 年 10 月 

1 号炉 
改修 

着工 昭和 61 年 9 月 
竣工 昭和 62 年 10 月 

2 号炉 
改修 

着工 平成 2 年 1 月 
竣工 平成 3 年 2 月 

2 号炉 
改修 

着工 平成 14 年 6 月 
竣工 平成 16 年 3 月 

1 号炉 
更新 

着工 平成 16 年 9 月 
竣工 平成 19 年 3 月 

炉型式 全連続燃焼式旋回流型流動床焼却
炉（ＴＩＦ型） 

全連続燃焼式ストーカ焼却炉 

定格能力 390ｔ/24ｈ（130ｔ/24ｈ×3 基） 150ｔ/24ｈ×2 基 

集じん設備 ろ過式集じん機 
能力 39,000Ｎ㎥/Ｈ×3 基 

ろ過式集塵機 
 1 号炉 35,800Ｎ㎥/ｈ 
 2 号炉 74,800Ｎ㎥/ｈ 

ＨＣｌ除去設備 消石灰吹込みによる煙道内反応 
除去方式 3 基 

消石灰吹込みによる煙道内反応 
除去方式 2 基 

ＮＯｘ除去設備 アンモニア水による無触媒脱硝 
方式 3 基 

1 号炉 
 アンモニア吹込による触媒脱硝

方式 
2 号炉 

尿素吹込による無触媒脱硝方式  
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②茅ヶ崎市 
名 称 環境事業センター（ごみ焼却施設） 

所在地 茅ヶ崎市萩園 836 番地 

用地総面積 18,978 ㎡ 

建設年月日 着工 平成 3 年 11 月 
竣工 平成 7 年 9 月 

炉型式 全連続燃焼式ストーカ炉 

定格能力 360ｔ/24ｈ（120ｔ/24ｈ×3 基） 

集じん設備 バグフィルタ 

ＨＣｌ除去設備 乾式消石灰吹込 

ＮＯｘ除去設備 触媒脱硝 

 

(2)資源化施設 

(1) 藤沢市 

名 称 空き缶選別施設 ビン選別施設 

所在地 藤沢市桐原町 23 番地の 1 

建設年月日 平成 4 年 4 月竣工 平成 5 年 2 月竣工 

処理方法 磁選機及びアルミ選別機によりスチー
ル缶とアルミ缶を選別しそれぞれをプ
レス 

手選別により生きビンを取り出し後、色
分別（4 色）し、カレット化 
 

処理能力 12ｔ/日 16ｔ～18ｔ/日（手選別のため、人数等
により増減あり） 

備  考 スチール缶選別機 
スチール缶プレス機 
アルミ缶選別機 
アルミ缶プレス機 

カレット貯留ヤード 

 ペットボトル圧縮梱包施設 容器洗浄施設 

建設年月日 平成 11 年 3 月竣工 平成 6 年 4 月竣工 

処理方法 手選別により異物を除去後、圧縮梱包機
により圧縮し、PP バンドで梱包 

蒸気により資源回収容器の洗浄を行う
と共に、洗浄後容器の積み重ねを自動で
行う 

処理能力 4.1ｔ/日 700 個/ｈ 

備  考 ストックヤード 
圧縮梱包機 

－ 

②茅ヶ崎市 
名 称 資源物選別処理施設 

所在地 茅ヶ崎市茅ヶ崎 3 丁目 4 番 7 号 

建設年月日 平成 5 年 2 月竣工 

処理能力 18.07ｔ/日 

③寒川町 
名 称 資源ごみ処理施設 

所在地 寒川町宮山 2524 

建設年月日 昭和 59 年 3 月竣工 

処理能力 5ｔ/日（5ｈ） 

 

(3)大型ごみ・不燃ごみ破砕処理施設 

①藤沢市 

名 称 桐原環境事業所 

所在地 藤沢市桐原町 23 番地の 3 

用地総面積 3,303 ㎡ 

建設年月日 着工 昭和 53 年 6 月  竣工 昭和 54 年 3 月 
着工 昭和 62 年 2 月  竣工 平成元年 2 月 
着工 昭和 63 年 2 月  竣工 平成 2 年 2 月 

処理能力 90ｔ/6ｈ 1 基 
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②茅ヶ崎市 

名 称 環境事業センター（粗大ごみ処理施設） 

所在地 茅ヶ崎市萩園 836 番地 

用地総面積 18,978 ㎡ 

建設年月日 着工 昭和 51 年 9 月  竣工 昭和 52 年 8 月 

処理能力 50ｔ/5ｈ 1 基 

 

(4)収集車両基地 

区 分 
藤沢市 茅ヶ崎市 

環境事業センター 北部収集事務所 環境事業センター 

所在地 藤沢市稲荷 417 藤沢市遠藤 2,023番地 
の 17 

茅ヶ崎市萩園 1085 

敷地面積 3,676.28 ㎡ 5,275.85 ㎡ 1,896.68 ㎡ 

建設年月日 着工 平成 10 年 5 月 
竣工 平成 11 年 2 月 

着工 昭和 54 年 9 月 
竣工 昭和 55 年 3 月 

着工 平成 2 年 6 月 
竣工 平成 3 年 3 月 

保有車両 ロードパッカー車(2t)26
台、軽自動車 5 台、軽ト
ラック 6 台、ダンプカー
(2t)2 台、平ボディトラッ
ク(1t)1 台（予備車 ロー
ドパッカー車(2t)5 台） 

ロードパッカー車 (2t)23
台、軽自動車 2 台、軽トラ
ック 11 台、平ボディトラッ
ク(2t)1 台、連絡車 1 台（予
備車  ロードパッカー車
(2t)4 台） 

業務担当 
ロードパッカー車 (2t)47
台、2 トンダンプ 8 台、軽
四輪自動車 2 台、軽トラッ
ク 2 台、マイクロバス 1 台 
管理担当 
4 トンダンプ 2 台、バキュ
ームカー1 台、ショベルロ
ーダ 2 台、ペンチャー1 台、
フォークリフト 1 台、フッ
クロール車 2 台、軽四輪自
動車 1 台、軽トラック 1 台、
ロードパッカー車(2t)2 台 

主な施設 洗車施設 洗車施設 洗車施設 

 

(5) 最終処分施設概要 

 

名   称 女坂最終処分場 茅ヶ崎市堤十二天一般廃棄物最終処分場 

所 在 地 藤沢市用田 150 番地 茅ヶ崎市堤 1300 番地外 

用地総面積 27,200 ㎡  

埋立地面積 17,700 ㎡ 16,850 ㎡ 

建設年月日 着工平成 6 年 9 月  
竣工平成 9 年 3 月 

着工平成 13 年 11 月  
竣工平成 16 年 3 月 

総 容 量 200,000 ㎥ 186,000 ㎥ 

埋立対象物 焼却灰、不燃物 焼却灰 

しゃ水方法 全面ゴムシート張（2 重） 表面二重しゃ水シート構造 

浸
出
水
処
理 

方 式 凝集沈殿＋砂ろ過＋活性炭 凝集沈殿＋砂ろ過＋微量有害物質除去 

能 力 70 ㎥/日 50 ㎥/日 

排出先 下水放流 下水道放流 
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(6)余熱利用状況 
①藤沢市 

名   称 石名坂温水プール 

所 在 地 藤沢市本藤沢 1 丁目 10 番 1 号 

用地総面積 6,972.28 ㎡ 

建設年月日 着工 昭和 60 年 9 月   竣工 昭和 6１年 10 月 

施設内容 プール室 25ｍプール 6 コース 
幼児用プール（スライダー付） 
多目的ホール・和室・会議室・浴室 

②茅ヶ崎市 

名   称 茅ヶ崎市室内温水プール 

所 在 地 茅ヶ崎市萩園 820 番地 

用地総面積 4,622.04 ㎡ 

建設年月日 着工 昭和 55 年 7 月   竣工 昭和 56 年 3 月 

施設内容 大人用プール 25ｍ5 コース 
子供用プール  8ｍ  

 

(6)し尿処理施設 

①藤沢市し尿処理施設  

施 設 名 称 藤沢市し尿処理施設 

設   置   者 藤沢市 

所   在   地 神奈川県藤沢市石川 2168 

計 画 処 理 能 力 230ＫL/日（し尿+浄化槽汚泥） 

処 理 方 式 ばっ気処理+遠心脱水処理+凝集沈殿処理 

臭気処理：高濃度系 ばっ気槽吹込み 

     中濃度系 乾式脱臭装置  

施 工 年 度 昭和 36 年 6 月竣工 (平成 6 年 3 月第 4 期竣工)  

放 流 先 藤沢市大清水浄化センター 

面       積 北部ごみ焼却施設内 

 

②寒川町美化センター 

施 設 名 称 寒川町美化センター 

設   置   者 寒川町、茅ヶ崎市 

所   在   地 神奈川県高座郡寒川町田端 1578-3 

計 画 処 理 能 力 70ＫL/日（し尿 21ＫL/日、浄化槽汚泥 49ＫL/日） 

処 理 方 式 主処理：高負荷脱窒素処理方式 

汚泥処理：貯留→脱水（ベルトプレス） 

臭気処理：高中濃度臭気 酸・アルカリ洗浄処理 

     低濃度臭気  活性炭吸着 

施 工 年 度 平成７年１２月 

放 流 先 下水道 

面       積 敷地面積 8,264.48 ㎡   建物面積 1,007.22 ㎡ 
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別添資料-７ 基金制度の概要（地域計画 施策関連資料） 

 

①藤沢市環境基金制度 

(ｱ）制定年月日  平成 4 年 10 月 1 日（平成 19 年４月に「ごみ減量基金」から名称変更） 

 (ｲ)目   的  ①ごみの減量、資源化の促進 

         ②良好な生活環境の確保 

 (ｳ)積 立 財 源  ①寄付金 

           ②市の資金 

           *指定収集袋による排出に係る廃棄物処理手数料の額を勘案して予算で定め

られた額を基金に積み立て 

          ③基金の運用から生ずる収益金 

 (ｴ)処   分  ①ごみの減量及び資源化に関する事業 

          ②ごみの減量化及び資源化に関する市民活動 

          ③ごみ処理施設の整備及びその他のごみの適正処理に関する事業 

         ④良好な自然環境の保全、エネルギーの効率的利用の促進、その他の地球環 

         境の創造に資する事業 

(ｵ)環境基金積立額 

（単位：円） 

年度 

財源内訳 
平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

市 一 般 財 源 0 536,400,000 668,400,000 602,500,000 593,100,000 

寄 付 金 18,270 232,000 323,800 1,027,800 1,397,500 

基 金 運 用 益 168,801 257,124 1,014,043 1,855,609 1,721,834 

計 187,071 536,889,124 669,737,843 605,383,409 596,219,334 

繰 出 金 △92,671,403 388,971,929 394,869,215 389,763,144 395,250,747 

積 立 累 計 45,023,453 192,940,648 467,809,276 683,429,541 884,398,128 
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②茅ヶ崎市ごみ減量化・資源化基金条例 

 (ｱ)制定年月日  平成 5 年 4 月 1 日 

 (ｲ)目   的  ①ごみの減量及び資源化の促進 

         ②良好な生活環境の確保 

 (ｳ)積立財源   ①予算で定める積立金 

          ②基金の趣旨に沿う寄付金 

          ③基金の運用から生ずる収益金 

 (ｴ)処   分  ①ごみの減量化及び資源化に関する事業 

          ②ごみの減量及び資源化に関する市民活動 

  (ｵ)ごみ減量化・資源化基金積立額 

（単位：円） 

年度 

財源内訳 
平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

市一般財源 0 0 0 0 0 

有価物売却益 53,936,069 70,405,341 91,003,364 46,247,468 88,792,541 

寄 付 金 79,977 80,085 77,258 196,249 70,632 

基金運用益 358,694 2,564,702 3,504,991 4,081,535 3,221,869 

計 54,374,740 73,050,128 94,585,613 50,525,252 92,085,042 

繰 出 金 0 0 0 0 59,327,000 

積 立 累 計 369,242,806 442,292,934 536,878,547 587,403,799 620,161,841 
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別添資料-８ ごみ処理広域化の取組み 

 

 藤沢市、茅ヶ崎市及び寒川町の２市１町は、神奈川県の「神奈川県ごみ処理広域化計画」（平成

10 年 3 月）において「湘南東ブロック」として位置づけられた。 

 これを受け、当該地区におけるごみ処理の広域化の可能性について調査・検討する機関として、

「湘南東ブロックごみ処理広域化調整会議」が発足（平成 10 年６月）し、広域化に向けた取組みを

開始、平成 14 年度～15 年度の基礎調査の結果、リサイクル施設を広域施設として位置づけた方が

効率的との結論を得て、広域化に向けた取組みを開始した。現在、第１次地域計画に基づき施設整

備が進行している。取り組みの状況は表-1 に示すとおりである。 

 

表-1 ごみ処理広域化の取組み 

年度 取組みの内容 

平成 14～15 年度 「湘南東ブロックごみ処理広域化基礎調査」により広域化の基本方針、

対象事業範囲、計画目標年次を示し、施設整備をする場合の施設規模、

相互融通により規模が縮小できる施設の可能性等を検討した。 

目標は 3 期に分け、平成 19 年度（短期目標年）までをソフト面の統

一強化期間、平成 29 年度（中期目標年）までをハード面及び事業経営

面の統一強化期間、平成 42 年度（長期目標年、最終目標年）には湘南

東地域での循環型社会の完成を目指すものとした。 

た。 

 基本姿勢は次のとおりである。 

・ごみ処理の広域化を推進するため、処理施設の老朽化を考慮して長 

 期的な展望のもとに、リサイクルプラザ、粗大ごみ処理施設、焼却   

 施設及び最終処分場等の施設規模や配置についての基本方針案を検  

 討する。 

・過渡期対策の基本方針案を定めるとともに、広域処理施設を設置す  

 る自治体と設置しない自治体との役割分担等について配慮事項を検 

 討する。 

・広域処理において新しく施設整備をする場合、既存施設用地の活用 

 と最新技術の導入を検討する。 

 

平成 16 年度 湘南東ブロックの住民が、ごみ処理やリサイクル、広域化等に対

してどのような意見を持っているかを確認するため、「ごみ処理とリ

サイクルに関するアンケート調査」を地域内に住民登録している

2,500 世帯に対して実施した。 

結果は、広域化に対しての肯定回答が、全体の約７割（71.7％）

を占め、地域が、計画に沿ったごみ処理システムを構築していくた

めに重要となる合意形成が得られたと判断できた。 

 

平成 17～18 年度 リサイクルセンターの施設整備に関する検討を中心に「湘南東ブ

ロックごみ処理広域化実施計画策定に伴う資源循環型施設基本構

想」に関する作業を実施。 

平成 18 年３月に神奈川県湘南東地域循環型社会形成推進地域計

画を提出。 



 76 

平成 19 年度 ・ 湘南東ブロックごみ処理広域化実施計画の策定 

・（仮称）藤沢市リサイクルセンター施設整備に関する基本設計、事

業方式の検討、生活環境影響調査、測量・地質調査を実施。 

平成 20 年度 藤沢市 

・（仮称）藤沢市リサイクルセンター施設整備基本設計を実施。 

平成 19 年度に続き（仮称）藤沢市リサイクルセンター建設に伴う生活

環境影響調査を実施。 

茅ヶ崎市・寒川町 

・茅ヶ崎市・寒川町で整備するリサイクルセンターの整備内容を定め

た「（仮称）広域リサイクルセンター基本計画書」を策定。 

・（仮称）広域リサイクルセンター用地測定、地質調査実施 

平成 21 年度 藤沢市 

・（仮称）藤沢市リサイクルセンター整備・運営事業に係るアドバイ

ザリー業務を 21～22 年度事業として委託。 

・（仮称）藤沢市リサイクルセンター整備・運営事業審査委員会を設

置。 

茅ヶ崎市・寒川町 

・寒川町に（仮称）広域リサイクルセンター整備に係る事業の推進お

よび課題等について検討する組織である（仮称）広域リサイクルセ

ンター整備推進委員会を設置。 

・（仮称）広域リサイクルセンター発注仕様書作成、生活環境影響調

査 

平成 22 年度 藤沢市 

・藤沢市有機質資源再生センターへ寒川町の剪定枝を受入。 

・（仮称）藤沢市リサイクルセンター整備・運営事業審査委員会によ

る優先事業者を選定し、建設工事請負契約を締結後建設工事着工。 

茅ヶ崎市・寒川町 

・（仮称）広域リサイクルセンター建設工事着工 

  注）平成 22 年度までは茅ヶ崎・寒川地域の広域リサイクルセンターの名称は（仮称）を記載 
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別添資料-９　湘南東地域施設整備スケジュール（第２次修正）

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2011 2012 2013 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

15 16 17 18 19 20 21 23 24 25 28 29 30 31 32 33 34

計画期間等 H24 H29 H34

施設名称 短期目標年度 中期目標年度 長期目標年度

焼却施設（新１号炉）　H19.3竣工

(150t/24h) 新設工事H16-H18

年間45,000t処理 (国庫補助事業-DBO方式）

北部２号炉　S49.10竣工　H25.3.31廃止 廃止H24

(150t/24h) 改修竣工H16.3

北部２号炉

エネルギー回収型廃棄物処理施設
 支援事業期間H27-H29 北部２号炉増設整備工事H30-34　150t/日

2号炉の増設（150t/24h） （北部2号炉解体撤去工事含む）

焼却処理施設S59.3竣工　(130t/24h×3炉）

１号炉　　平成１９．３　運転停止

２号炉　　平成３３．３　運転停止 廃止H３４

３号炉　　平成３８．３　運転停止

エネルギー回収推進施設 　

　　　石名坂環境事業所の更新 　 支援事業期間H32-H34

     　(120t/24h×1炉）

前処理（粗大ごみ処理）施設　

S59.3竣工  （25t/5h）

　　　石名坂環境事業所の更新 支援事業期間H32-H34

焼却施設前処理施設として併せて更新工事

粗大ごみ処理施設　S54.3竣工 廃止H26

（50t/5h→90t/6h(H18から）） （竣工後36年目）

資源化施設 廃止H26

びん　H.5.2竣工（16～18t/5h） （竣工後21年目）

かん　H4.4竣工（12t/5h） （竣工後22年目）

ペットボトル　H11.3竣工（4.1t/5h） （竣工後16年目）

(仮称)藤沢リサイクルセンター

（粗大ごみ処理施設含む） 支援事業期間H19-H22 (仮称)藤沢市リサイクルセンター施設整備工事H22-H25　132t/5h

132t/5h

H9.3竣工

(200,000m3)

S.36.6 ( 230KL)

支援事業期間H32-H34

焼却処理施設　H7.9竣工

(120t/24h*3炉) 延命化計画

支援事業期間H26 焼却炉改修工事H27-H29

（竣工後21年目）

支援事業期間H30-H32 茅ヶ崎・寒川バイオガス化

施設（仮称）整備工事

粗大ごみ処理施設　S52.8竣工

（50t/5h） 廃止（竣工後45年目）

支援事業期間H27-H29 旧炉解体工事H30-H32

支援事業期間H27-H32 茅ヶ崎・寒川粗大ごみ処理施設（仮称）整備工事H33-H34

資源化施設　H5.2 廃止

（18.07t/5h） （竣工後19年目）

堤十二天一般 H16.3竣工

廃棄物最終処分場 186,000m3

資源化施設　S59.3 廃止

（5t/5h） （竣工後29年目）

支援事業期間H20-21 茅ヶ崎・寒川リサイクルセンター（仮称）施設整備工事H22-H23　55.5t/5h

焼却施設解体H21

寒川町美化センター

H.7.11竣工（７０KL/日）

湘南東ブロック

第1期地域計画 ●藤沢リサイクルセンター(仮称)整備

策定・提出 ●茅ヶ崎・寒川リサイクルセンター(仮称)整備

H18 事業期間H19-H23

第2期地域計画 ●(仮称)藤沢リサイクルセンター(24、25年度分)

策定・提出 ●北部２号炉増設整備事業の支援業務

Ｈ２３ ●茅ヶ崎焼却処理施設長寿命化・基幹的設備改良事業の支援業務・基幹的設備改良工事　

事業期間 ●茅ヶ崎旧炉解体支援事業

H24-H28 ●（仮称）茅ヶ崎・寒川粗大ごみ処理施設整備事業のための支援業務

第3期地域計画 ●北部２号炉増設整備事業の支援業務・増設工事

策定・提出H28 ●藤沢焼却施設(仮称)整備事業のための支援業務

事業期間 ●茅ヶ崎・寒川バイオガス化施設(仮称)整備

H29-H33 ●茅ヶ崎焼却処理施設の基幹的設備改良工事

●（仮称）茅ヶ崎・寒川粗大ごみ処理施設整備事業のための支援業務・新設工事

●藤沢し尿処理施設整備事業の支援業務

注記1　藤沢市 藤沢市の最終処分場残余容量はH21年度末114,078m3

注記2　茅ヶ崎市 茅ヶ崎市の最終処分場残余容量はH21年度末145,960m3

注記3　寒川町 寒川町は自己の最終処分場を有していないため埋立物を外部委託処理する。

凡例 施設名称 ：広域化実施計画期間中の整備計画施設 ：循環型社会形成推進地域計画策定・提出年度 ：循環型社会形成推進交付金対象事業期間 ：施設稼動期間

：交付金対象支援事業期間 ：交付金対象施設整備期間 ：平成16年度までの国庫補助事業期間 ：単独改修工事期間

(循環型社会形成推進地域計画)

茅ヶ崎市

環境事業センター

(仮称)茅ヶ崎・寒川バイオガス化
施設

(仮称)茅ヶ崎・寒川粗大ごみ
処理施設
(28ｔ/日)

資源物選別施設

クリーンセンター
寒川広域リサイクル
センター

寒川町

し尿処理施設

H17-19

計画作成期間

藤沢市

北部環境事業所

石名坂環境事業所

桐原環境事業所

女坂最終処分場

し尿処理施設

構成市町 施設整備場所

西　　　　暦 2010 2014 2015

平成　　年度 22 26 27
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